
「
常

に

誤

る

」

と

「
時

々

誤

る

」

-
デ

カ

ル

ト

的

行

論

の

一

考

察

武

藤

整

司

1

問
題
の
所
在

デ
カ

ル
ト

は

「
第

一
省
察

」
の
懐

疑

の
過
程

で
、
「
私

は
常

に
誤

ヘ

へ

る

(亀
ミ
驚

、
噛聾

暫こ
」

と

「
私

は

時

々

誤

る

(執ミ
ミ
§

ミ

h匿

薗こ
」

と

ハ
　
り

を

、
対

句

的

に
用

い
て

い
る

(
≦

冨

一)。
こ

れ
ら

の
言
葉

は

、
そ
も

そ

も

日
常

語

で
あ

る

し
、
付
与

さ

れ

て

い
る
意
味

も
、
見
掛

け

上

は

平

凡
そ

の
も

の
で
あ

る
。
異

彩

を
放

つ
哲

学

用
語

で
も

な

け
れ
ば

、

何

か
特

異

な
状

況
を

表

現

し

て

い
る
文

言

で
も

な

い
。

し

た
が

っ

て
、
つ

い
見

過

ご
さ

れ

て
し
ま
う

よ

う
な

一
節

で
あ

る
。
し

か

し
、

「
時

々
誤

る
」
は

と
も

か
く

と
し

て
、
「常

に
誤

る
」
と

は
、

一
体
ど

う

い
う
事
態

な

の
か
。

わ

れ
わ

れ

は
、

た
と

え
枯

尾

花
を

幽

霊

と
見

間
違

え

る

こ
と

は

あ

っ
て
も

、
よ

く
よ

く
見

れ
ば
幽

霊

で
は
な

く
枯

れ
た

芒
で
あ

る

こ

　
　
　
　

と
が

分

か
る

。
も

し
、
蹟
め

て

い
る
対

象

が
ど

こ
ま

で
も
幽
霊

に
し

か
見

え
な

か

っ
た

な

ら
ば
、
そ

れ
は
枯

尾
花

で
は

な
く
、
そ

の
正
体

が
何

で
あ

れ

、
も

は

や
幽
霊

そ

の
も

の
と

言

っ
て

よ

い
だ

ろ
う

。
つ

ま
り
、
枯
尾
花

を

幽
霊

と
見

間
違
え

た

こ
と

が
分

か
る

の
は
よ

く
よ

く
見
直

し

た
後

の

こ
と

で
あ

っ
て
、
見
直

し

て
も
対

象

に
変

わ

り
が

な
け

れ
ば
、
あ

る
も

の
を
自

分
が
何

か
と

見

間
違
え

た

こ
と
す

ら
分

か
ら

な

い
筈

で
あ

る
。
し

た
が

つ
て
、
「
常

に
誤

る
」
と

い
う

事
態

は
、
奇

妙

な
様

相
を

呈

し

て

い
る
こ
と

が
分

か

る
、

も

っ
と
も

、
往

々
に
し

て
人

は
、
自
分

の
こ
と

に
限

っ
て
気

付
か

1/「 常 に誤 る」 と 「時 々誤 る」



な

い
こ
と

が
多

く
、
何

ご
と

か
を

な
す

た
び

に
誤

っ
て
し
ま
う

こ
と

は
、
十
分

に
あ

り
得

る
こ
と

で
あ

る
。
し

か
も

、
自

ら
誤

り

に
気

が

付

く

こ
と

は
稀

で
、
傍

ら

で
そ

の
人

の
行
動

を
観
察

し

て

い
た
者

の

方

が
、
そ

の
よ
う

な

誤
り

に
気

付
き

易

い
。
「
傍

目

八
目

」
と

い
う

狸
諺

が

あ

る
が
、
ま

さ

に
そ

の
よ
う

な
事

態
を

表
現

し

て

い
る
。
つ

ま
り

、
囲
碁

を
打

つ
者

が

、
あ

る
同

一
の
局
面

で
定

石
を

思

い
出

せ

ず

に
、
「
常

に
誤

る
」

こ
と

は
あ

り
得

る

こ
と

な

の
で
あ

る
。
し

た

が

っ
て
、
た
し

か

に

こ
の
観
点

か

ら

は
、
「
常

に
誤

る
」
と

い
う

こ

と

も
何

ら

不
思
議

な

現
象

で
は

な

い
。

と

こ

ろ
が

、
デ
カ

ル
ト
が
挙

げ

て

い
る
事

例

は
、
そ

の

よ
う

な
日

常

的
な

間
違

い
で
は

な
く

、
「
2

に
3
を

足

せ
ば

5

に
な

る
」
と

か

「
四
角
形

は

四

つ

の
辺

を
も

つ
」
と

か

い

っ
た
、
初

等

数
学

の
そ

の

ま

た
初
歩

に
属

す

る
事
柄

で
あ

る
、.「
2

に
3
を

足
せ
ば

5
に
な

る
」

な

ど
、
児
童

で
も
知

っ
て

い
る

こ
と

で
あ
る

。
し

た

が

っ
て
、
こ
れ

ら
に

お

い
て

「
常

に
誤

る
」
と

い
う

可
能
性

が
あ

る
と

す

れ
ば

、
わ

れ
わ
れ

の
常

識
を
根

底

か
ら
脅

か

す

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う

し
、
多

忙

な
人
な

ら
ば

、
そ

の
よ
う

な
想

定
を

な
す

者
を

相
手

に

し
な

い
だ

ろ

う

。
そ
れ

に
も

か
か

わ
ら

ず
、
デ
カ

ル
ト

は
、
わ

れ
わ

れ

が

「
時

々

誤

る
」

こ
と

を
神

が

許
し

て

い
る
な

ら
ば

、
「
常

に
誤

る
」

こ
と
も

十

分

に
あ

り
得

る

こ
と

で
あ

る
、
と

主

張

す

る
。
こ

れ
は

強
弁

あ

る

い
は
誰
弁

の
類

で
あ

つ
て
、
ま

と
も

な
行

論

と

は
言

え
な

い
の
で
は

な

い
か
。

こ

の
よ
う

に
、
デ

カ

ル
ト
が
持

ち

出

し

た

「
常

に
誤

る
」
と

い
う

事

態

は
、
や
は

り
奇

妙

な
想

定

で
あ

る

こ
と

を
免

れ

な

い
。
「
誇
張

的

懐
疑

分
ぞ
2
σ
o
ぎ

沸
含

げ
冨

二
〇
ロ
。
ωご

と

自

ら
呼

ぶ

(≦
田

O
)
所

以

で
.も

あ

る
。
し

か
し

、
な

ぜ

デ
カ

ル
ト

は

、
通

常

な

ら
ば
誰

も

耳

を

貸
す

こ
と

の
な

い
よ

う
な

想
定

を
な

し

た

の
か

。
一
連

の
緻
密

な

流

れ

は
、
こ

の
箇
所

で
乱

脈

の
様

相

を
呈

し

て

い
る

の
か
。
そ

れ
と

も

、
不
可

欠

の
要
素

を

秘
め

て

い
る

の
か

…
…

。
こ

こ
で
、
蕎

直

に

小

論

の
立

場
を

示
す

こ
と

に
し

よ
う

。
す

な

わ

ち
、
わ

れ
わ

れ

は
、

こ

の
想

定
を

、
気

軽

に
は
省

く

こ
と

が

で
き

な

い
重

要

な
行

論
と
看

倣

し
た

い
の
で
あ

る

。

以

上

の
こ
と

か

ら
、
小

論

の
目
的

は
、
「
常

に
誤

る
」
と

い
う

事

態

を

、
デ
カ

ル
ト

の
文

脈

に

お

い
て
吟

味

し
、
そ

の
意

義

を
明

ら
か

に
す

る

こ
と

で
あ

る

。
そ

の
際

、
相

似

た

一
節

に

お
け

る

い
く

つ
か

の
翻

訳

に
現
れ

た
読

み
方

の
違

い
を

、
指

摘

か

つ
検
討

す

る

こ
と
か

ら

始
め

〔
H
節
〕
、
次

い
で
、
「
常

に

誤

る
」
と

「
時

々
誤

る
」
と

の

相

違
を

、
と

く

に

「
常

に
」
と

い
う

副

詞

の
特

異

性
を

中

心

に
考
察
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し

〔
皿
節
〕
、
最

後

に
、
そ

れ
を
承

け

て
、

デ
カ

ル
ト

が
懐
疑

の
涯

に
陥

っ
た

「
底
知

れ

ぬ
渦

な
お
2
巳
器

Gq
弓
σ。
o
。。
×
<
中
N
恥
)」
の
中

が

、

か
え

つ
て

デ
カ

ル
ト

が
求
め

て

い
た
地
点

で
あ

つ
た

こ
と
を

示
し

た

い

〔
W
節

〕
。

H

「時
々
判
断
す
る
」

の
か

「時

々
間
違
え

る
」

の
か

(
a
)

新
旧

の
仏
訳

に
お

け

る
相

違

デ

カ

ル
ト

の

『省

察
』

本

文

の
最

初

の
仏
訳

は
リ

ュ
イ

ヌ
公

に

よ

っ
て
な

さ

れ

て

い
る

(
=

ハ
四

七
年

に
第

一
版

が
出

て

い
る
)
。

こ

の
仏

訳
本

は
、
デ

カ

ル
ト
自

身

に
よ

っ
て
校

閲

さ
れ
た
と

伝
え

ら

つ
コ
じ

　
　
　

れ

て
お
り

、
そ

の
点

で
信
頼
性

の
高

い
も

の
と
考

え

ら
れ

て
き

た
。

し
た

が

っ
て
、
こ

の
仏
訳

は
、
十

七
世

紀

の
古
め

か

し

い
文

体

で
あ

る

に
も
か

か

わ
ら

ず

、
今

世

紀

に
至

る
ま

で
読

み
継

が
れ

て
き

た

ハガ

サ

が
、
最
近

に

な

っ
て
新

し

い
仏
訳

が
出

版
さ

れ

た
。
そ

の
新

訳

と
旧

訳
と
を

比
較

し

て
み
る

と
、
や
は
り

旧
訳

に
問

題
が

な

い
と

は

言
え

な

い
の
で
あ

る
。

新

訳

の
訳
者

で
あ

る

ミ

ッ
シ

ェ
ル

・
ベ
サ

ー
ド

も
、
旧
訳

(
リ

ュ
イ

ヌ
公

の
訳

)
が

「
不
可

侵

(巨

き
¢。
崔

o
)」
で
あ

る

と

述

べ
な

が

ら

、

同

時

に

「
あ

る

種

の

曖

昧

さ

(ロ
昌
o
o
g

p巴
口
。

な

ハ
　

鋤
目
σ
粛
昌
δ

」
を

含

ん

で

い
る
、
と

述

べ

て

い
る
。
事

実

、
新

訳

に

は
、
明

ら
か

に
旧
訳

と

は

原
文

の
読

み
方

が

異

な
る

箇
所

が
あ

る
。

わ

れ
わ

れ
が

取
り

上
げ

る
箇

所

は

一
箇

所

で
あ

る
が

、
そ

こ
で

は
、

時

に
関
す

る
副
詞

が

ど
ち

ら

の
動
詞

を

修
飾

し

て

い
る
か

に
よ

っ

て
、
意
味

が
大

き
く

異

な

る

の
で
あ

る

。
し

た
が

っ
て
、
そ

の
他

の

各

種

の
訳

(独

訳
、
英
訳

、
邦

訳
)
を
参

照

し

な
が

ら
、
新

旧

の
両

仏

訳
を

比
較
検

討

し
、
デ

カ
ル
ト

の
原

文

に
お
け

る
意

図

を

で
き

る

限

り

読

み
取

っ
て

み
た

い
。

原
文

を
引

用

し
よ

う
。
尚

、
こ

の
段

階

で

は
敢
え

て
邦

訳
を

与
え

な

い
で

お
く
。

《
一
目
o

o
匿

日

ゐ

器

日
巴

ヨ

o
含

目

冒

島

o
o

ミ

鷺
ミ

塁
ミ

巴
δ

。。
o
霞
母

0

9

門
8

g

虐

ρ3

。。
o

唱
o
罵

o
o
鼠
。。
巴
日

o
。。
o
冒
o
碧

三

樽雷

巨

ξ

'
牌
9

0
¢q
o

三

冨

=
碧

`
⊆
2
δ

切
住
ロ
o

簿

三

9
G。
一
日

三

巴

住
P

<
9

昌
∈
目

o
δ

ρ
ロ
巴

轟

二

冨

8
冨

》
〈
9

。・
一
〇
巳

住

9・
=
目
匹

鼠

o
…

ロ
。。
艶
昌
Φ。
帥
唱
2

0
。。
亀

》

(≦

り
配

)

問
題

の
副

詞

は
上

の
引

用

文

で
イ

タ

リ

ッ
ク
体

に
よ

っ
て

示
し

た

《
一昌
一〇
『畠
仁
巴口
》

で
あ

る

。

こ

の
語
句

が
果

た

し

て
直

前

の
動

詞
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脚

《一&

一8

》

を

修

飾

し

て

い
る

の

か

、

そ

れ

と

も

次

に
続

く

《
巴
δ
。。

。
員
碧
。
》

を

修

飾

し

て

い

る

の

か

。
部

分

に

絞

っ
て

、

原

文

お

よ

び

各

訳

を

列

挙

し

て

み

よ

う

。
尚

、
当

該

副

詞

の
訳

の

イ

タ

リ

ッ
ク

お

よ

び

傍

点

は

、

論

者

が

施

し

た

も

の

で
あ

る

。

○

羅

語

(O
。
ω。
碧
毯

の

原

文

)

《
5

ρ
・
§

巴

9
。
含

目

甘

島
8

艦ミ
鴨
ミ

§

国
=
。
。・
。
『§

。
9
円8

。
き

§

。・
。
噂
。
箒

g
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巨

・
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窪
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冨

巨

ξ
ψ
ー
》

(駄守
ミ
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○

仏

訳

①

(】)
9

畠
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冒

着
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ω
の

訳

)

《
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8

§
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書

¢。
£

ミ

ミ
§

～二

巨

§

島

。
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ω
。
慕

鷲
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目

。
巨
り
目
①
日
・
岳

諺

蕾

。
げ
g

g

ρ
目
藍
。。
マ
。
諺

g

ヨ

鋤
く
。
貫

塁

。
2

・
三
舘

畠
。
8

三

言
自
・
り
～
》

(薫

-=

ひ
)

○

仏

訳

②

(ζ

』

3

・…
巴

⑦

の

訳

)

↑

乙

。
巨
ゆ
ヨ
2

信
。
』・
冒

α。
。
自

・
爵

三
『。
。・
ミ

偽
§

§

身

。。
.似
じ。
碧
。
筥

匿

自

o
。
自
〇
三

=
。。
。
。・ニ
ヨ
。
三

巽

9
=

9
。。
9
。
昌
。
。

ドき

冨

且

器

冨

蔑
巴
ρρ

～
》

○○○○

独

訳

①

(〉
.
切
ロ
o
げ
o
器

ロ

の

訳

)

《
5

9

ゆ
ー
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。
三

巳

。
げ
口
§

菌

』

葛

ミ
物
ミ

幅、§

碧

9

8

0
0
器
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ぢ
三

昌
畠
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冒
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戸

≦
拶
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。。冨

99自
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〈
o
=
ぎ

目
目
①
塁

8

マ
へ

　

N
ロ
三

器
。
昌

目

。
旨

o
ロ

ー

》

独

訳

②

(ピ
.
O
讐

。

の

訳

)

《
」

・・。
惹

2

。
=

σ
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N窪

。。
一
げ
旦

畠
農

き

匹
。
「。
。・喜

薯

ミ
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ご
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目

ぼ

8

.
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希

く
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日
日
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ロ
惹

。・ω
。
昌
目
。
ε

g

'
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V

～

》

英

訳

①

(団
.
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』

巴
畠
き
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薗
匿

O
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閃
肖
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勾
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。・。・
の

訳

)

《
～
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魯
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偽
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昌
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2
げ
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8
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7
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貯

§

豪
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三

昌
ζ
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≦

ロ
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げ
2

ρ
ー
》

英

訳

②

(匂
.
∩
。
言
ぎ
α。
匿

目

の

訳

〔
1

〕
)

《
」

・・
§

。
=

§

魯

ミ

・

σ
。
ぎ

・
2

藝

。
§

易

。・
。
"
。・
g

ご

昌

§

。
。。
壽

。
円
2

冨

二

三
昌
ζ

F
。
望
冨

《
2

冨

暮

。・
ε

・
「『。
。
【

(
.

.
冒

ざ

。
乱

9

。。
o
●
ー

》
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○

英

訳

③

(旨

O
。
巳

据

冨

日

の

訳

〔
2
〕
)

《
～

b

ぎ
o
o
一
乙

§
ミ
§

題

8

昌
。。乙

〇二

冨

【
o
§
o
『。。
oq
o
舘

葺
潜
望

匿

$

。。
o
。。
≦
冨

器

§
超

臣
ヨ
犀
夢
超

冨

く
o
巳
o
日
o
。。博
℃
o
円『
o
o
一

貯
き

三

a

ΦQ
ρ

～

》

○

英

訳

④

(0
9
=
。
費
9
窪

昌

の

訳

)

《1

」5

一
〇
。。
一
旨

ミ
ミ
§

題

冒

£

o
匪
讐

0
9
臼

℃
8

巨

o
o
轟

筈

2

=
冨

9
ヨ
Φq
。。
子
更

9
0
関
島
ヨ
『
夢

m=

『
超

界
昌
o
≦

で
o
「-

へ

　
　
　　　

h
o
o
二
ど

～

》

○

邦

訳
①

(
三
木
清

の
訳

)

「
私

は
と

き
ど

き
他

の
人

々
が
自

分

で
は
極

め

て
完

全

に
知

つ

て

ゐ
る
と

思

つ
て

ゐ
る

こ
と

に
関

し

て
間
違

ひ
を

し

て

ゐ
る

ハ
　
り

　

と

判
断

す

る

の
で
あ

る
が
、

～
」

○

邦

訳
②

(井

上
庄

七

・
森
啓

の
訳
〉

「
私

は
、
他

の
人

々
が
、
自

分

で
は
き

わ
め

て
完

全

に
知

っ
て

い
る

つ
も

り

の
事

が
ら

に
お

い
て
ま

ち

が

つ
て

い
る

、
と

思

も

ヘ

ヘ

へ

　
　
　

　

う

こ
と

が
と
き

ど

き

あ

る
が

、
～

」

○

邦

訳
③

(桝

田
啓

三
郎

の
訳

)

「
他

の
人

々
が
自

分

で
は
き

わ

め

て
完
全

に
知

っ
て

い
る

つ
も

り

で

い
る

こ
と

が

ら

に

つ

い
て
間

違

っ
て

い
る
と
私

が

判
断

し

も

も

へ
　
し
ハ
　

す

る

こ
と

が
時

お

り

あ

る
よ
う

に
、

ー
」

○

邦

訳
④

(所
雄

章

の
訳

〔
1
〕
)

「
私

は
時

折

は
他

の
人

々
が

自
分

で
は

い
と

も
完

全

に
知

っ
て

い
る
と

思

い
な

し

て

い
る
と

こ

ろ
に
関

し

て

〔
さ
え

〕
過

っ

ほコき

て

い
る
と

判
断

す

る

こ
と

が
あ

る

が
、

ー

」

○

邦

訳
⑤

(所

雄

章

の
訳

〔
2
〕
)

「
私

は
時

折
、
他

の
人

び
と

が
自

分

で

は

い
と
も
完

全

に
知

つ

て

い
る

と
思

い
な

し

て

い
る

と

こ

ろ
に

関
し

て

〔
す

ら
〕
過

っ

ロ

　
　ヘ

サ

て

い

る

、

と

判

断

す

る

こ

と

が

あ

る

が

、

～

」

先
ず

、

両
仏

訳

を

比

べ

て
み

れ
ば

一
目
瞭

然

で
あ

る

が
、

旧

訳

は
、
《
一昌
ρ0
『住
目
巴P
》
が
修

飾

し

て

い
る
動

詞
を

《
冒
巳
8
》
と
看

倣

し
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て

い
る

の
に
対

し

て
、
新

訳

で
は

、
《
薗
一凶〔ワ◎o
O
『円"
円O
》

を
採

っ
て

い

る
。
ま

た
、
独

訳

は

い
ず

れ
も

《
曽一
一〔ワo◎
O
円「"
「
O》

を
択

び
、
そ

れ
と

は
対

照
的

に
、
英

訳

で
は

挙
げ

た
訳

の
す

べ

て
が

《
甘
a
8
》

を
採

択
し

て

い
る
。
尚

、
《
一巨
一〇
「自
昌
ヨ
》

の
訳

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
言

語

で

同
じ

単

語

が
使

用

さ
れ

お
り

、

そ

の
点

で
は

問
題

は

な

い
。

さ
ら

に
、
邦
訳

は
と

言
え

ば

、
や
や
曖

昧

な
趣
を

呈

し

て

い
る
訳
も

な

い

わ

け

で
は
な

い
。
と

い
う

の
も

、
欧
米

語

が
接

続
詞

を
境

に

し

て
副

詞

の
位
置

が

は

っ
き

り
と

し

て

い
る

の

に
対

し

て
、
日
本

語

は
言
語

構
造

が
異

な
る

た
め

に
、
邦

訳
①

と

邦
訳
④

は
、
無

理
を

し

て
読

め

ば

ベ
サ

ー

ド
訳

に
通

じ
な

い
こ
と
も

な

い
か

ら
で
あ

る

。
し

か
し

、

お
お
む
ね

リ

ュ
イ

ヌ
公

の
訳

に
沿

つ
て

い
る
と
考

え

て
差

し
支
え

は

な

い
だ

ろ
う

。
し
た

が

っ
て
、
提

示

し

た
十

三

の
翻

訳

の
う

ち
、
三

つ
を
除

い
て
、
「
時

々
間
違
え

る
」
で

は
な
く

「
時

々
判
断

す

る
」
と

読

ん

で

い
る

こ
と

が
分

か
る

。

さ

て
、

こ

こ
で
論

者

の
考

え
を

示

さ
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
だ

ろ

う
。
結

論

か

ら
言
え

ば

、
ベ
サ

ー
ド

の
新

仏

訳
お

よ
び

両
独

訳

に
従

い
た

い
。
す

な

わ
ち

、
《
一昌
一〇『
住
目
巳P
》

は
、
《
⇔
=
o
。。
。「
「9。
器
》
を
修

飾

し

て

い
る
、

と
読

み
た

い
。
根

拠

を
挙

げ

て

い
こ
う
。

(
b
)

「
時

々
間

違
え

る
」

を

採

る

二

つ
の
根
拠

第

一
に
、

も

し

、

《甘

島
0
2

巨

o
a
召
日
》

と

読

む

こ

と

に

無

理

が

あ

る

と

す

れ

ば

、
必

然

的

に

《
一昌
ρO
「畠
口
目
一
曽一一〇
〇〇
〇
円『薗円
O
》

と

読

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

反

対

に

、

《
ぎ

8
a

目
日

£・
=
o
ω
自

「母

。
》

と

読

む

こ

と

が

自

然

な

ら

ば

、

当

然

の

ご

と

く

《
甘
島
0
2

三
。
a

ロ
目
》

と

読

む

こ

と

が

で

き

な

く

な

る

。

結

論

か

ら

言

え

ば

、
デ

カ

ル

ト

の

用

い

る

ラ

テ

ン
語

の
文

体

や

用

例

か

ら

推

測

し

て

、

《廿

忌
8

巨

。
乙
昌
ヨ
》

と

は

読

め

な

い

。

根

拠

を

挙

げ

て

み

よ
、つ
。

『省

察
』

本
文

の
中

に
現

れ

る

《
一罠
2
含

ヨ
》

の
位
置

を

調

べ
て

　

ル

　

み

る
と

分
か

る

こ
と

だ
が

、
あ

ら

ゆ

る
場
合

で
、
《
ヨ
§

含

目
》

は

そ

の
修

飾
す

る
動

詞

の
前

に
位

置

し

て

い
る
。

用
例

は
九

つ
あ

る

が

、
煩

を
厭

わ
ず

列

挙

し

て
み
よ

う

。
尚

、
こ
こ

で
は

文
体

の
み
を

問

題

に
し

て

い
る

の

で
、
各

文

の
訳

は

一
部
を

除

い
て
省

く

。

①

《
ー

魯

o
銘

ξ
。
ヨ

葺

。
a
ロ
目

匿

一す

。
ユ
。
窟
9

。
巳

r
ー
》

(≦

炉

一
Q◎

)
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②

《
5

0
塁

巳
く
冨

巨

。
a
口
目

。・
。
口
ω
ま

島

畠

巳

∋
三

聾
o
茜

計

目

簿

「。
目
。
ま

茜

昌
自

芭

冨
巨

"～
》

へ§

さ

③

《
～

醤

ρ

<
。
冨

匿

ヨ

巨

。
a
ロ
目

巨

目

。・
《
。
冴

一巨

一ロ
3

》

(≦

り

一
ゆ
)

④

《
チ

ρ
器

目
巴

目
o
巳

巳

甘
島

。2

昌
§

含

B

暫
=
o
。・
窪

碧
。
。
跨
。
笛

。
Σ

琵

。・
。
で
鼠

。
g
望

巨

・
。・
。
ぎ

き

ξ

塁

貨

～

》

(≦

冨

ご

⑤

《
～

・
薗
げ
。
毬

。ヨ

。蕾

目

≦
畠
巽
。
一5

0
ω
ω$

=
g

ロ
ヨ

℃
。
§

誉

。
「。

三

巨

。
『巳

巳

『巴
冨
『
了

》

(§

鉢
)

⑥

《
～

ゐ

巴
碧

。
ヨ
℃
・
8

6
。
轟

三

薗髭

巳
碧
。
目

h茜
ロ
冨
目

冨

げ
。
昌
一冨

旦

。a

ロ
目

≦
9

～
》

(≦

悟
象

)

⑦

《
」

三

巨

。
乙
⊆
巳

ヨ

冴

芭

一貸

£
p鳶

ヨ
。
℃
三
。
ρ
鼠

ヨ

。
≦
自
。
一　7

露

巨

。
で
。
「。
も
巽
。
㍉

》

(<
目
苅
O
)

⑧

《
～

一
鵠
即
日

知

一三

〇
乙
ロ
巳

ー

〈
乙
o
σ
9
昌
ε
コ

～
》

(≦

=

9

⑨

《
」

ω。
ωぴ
;

乙
・
ユ

巴

ピ

2

昌
§

臼

日

住
。
δ

掃
日

。・
。
昌
二
「。
凶昌

。
9

き

。
8

弓
g

。。

O
畠

8
円
9

碧

一了

》

(≦

寓

」

上

か

ら

、
①

、

②

、
⑤

、
⑥

、
⑦

、
⑧

、
⑨

の

《
一昌
一〇
肖畠
ρ一旨口
》

は

、

明

ら

か

に

、
後

ろ

の

動

詞

(不

定

詞

を

含

む

)
を

修

飾

し

て

い

る

こ

と

が

分

か

る

ー.
③

の

谷
三
。
「含

∋
》

は

、
た

ま

た

ま

動

詞

が

前

に

来

て

い
る
よ
う

に
見

え

る

が
、
付

加

的

に
添

え

ら

れ
た
文

章

な

の
で

、

動

詞

の
繰

り
返

し
を

避

け

る
た

め
、
お

そ
ら

く
、
《
〈
O
円一の一日
一一一潜
》
の

後

ろ

に
来

る
筈

の
同

じ

《
℃
匿

》
が
省

略

さ

れ

た
も

の
と
考

え

ら

れ

る

。
し

た

が

っ
て
、
③

も

、

上
記

の
例

に
漏

れ

な

い
。

ま

た
、
⑨

に
注

目
し

て

み
よ

う

。
そ

の
結

構

は
、
不
定

詞

の
対
格

主

語

、

定

動

詞

の

補

語

、

定

動

詞

(
受

動

相

)
、

副

詞

、

《
帥昌
一〇
「自
ρ=
R一》
、

不
定

詞

の
目

的
語

、

不

定

詞

(他

動
詞

)

の
順

と

な

っ
て

い
る
。
こ
れ

は
、
わ

れ
わ

れ

が
問

題

に

し
て

い
る
④

の
結

構

で
あ

る
、
定

動
詞

、
《
一昌
一〇
円畠
信
昌
P》
、
不
定

詞

の
対

格
主

語

、
不
定

詞

(自

動

詞
)

の
順
と

類
似

し

て

い
る
。
と

い
う

の
も
、
余

分

な

枝
葉

を

切
り
落

と

せ
ば

、
両
文

と

も
、
定

動

詞

、
《一昌
ρO
「自
戸=昌
》
、
不
定

詞

と

い
う

結

構

だ

か

ら

で

あ

る

。

た

だ

、

⑨

は

、

定

動

詞

と

《
罠

。
「9

目
》
と

の
間

に
、
副

詞

《
巴
冨

。》
が
挟

ま

っ
て

い
る
た

め
、

当

の

《
言
ε
乙
信
日
》

の
修

飾

す
.る

動
詞

(
不
定

詞

)
が

《
。・
・
昌
葺

。
》

で
あ

る
こ
と

が
、
④

の
場

合

と

は
異

な
り

は

っ
き

り
と

し

て

い
る

。

つ
ま

り

、

「
時

々
痛

み

を

感

じ

る

と

い

う

こ
と

(帥
三

。
乙

雷
巳

ユ
o
δ
器
日

ω
〇
三
ヰ
o
)
」

に
な

る
。

さ

ら

に
、
以

下

に
引

用
す

る
⑦

の
構

文

に
着

目

し
よ
う

。
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「
こ

の

上

な

く

明

証

的

に

知

得

す

る

と

私

が

思

う

事

柄

に

お

い

て

、

私

は

時

々

誤

る

よ

う

に

(
～
.
三

馬ミ
傷
ミ

ミ
ミ

ご

冴

h勢
=
碧

程

臼

目
o
℃
三
〇
ρ
鼠

目

o
〈
乙
o
巨
一。。。・一目
o
で
o
目o
弓
窪
P
～

)

2

閏
-δ

)」

こ
の
構

文

は
、
⑨

と

は
別

の
意
味

で
、
す

な

わ

ち
、
内

容

上
④

と

類

似

し

て

い
る

。

つ
ま

り

、

単

語

や
行

為

の
主

体

こ

そ
違

う

が

、

「
誰

某

が
、
自

分

で
は
十

分

に
知

っ
て

い
る
と

思

っ
て

い
る
事

柄

に

お

い
て
さ
え

、
時

々
は

間
違
え

る

(誤

る
)
」
と

い
う
点

に
お

い
て

は

同
じ

で
あ
る

。
し

た

が

っ
て
、
デ

カ

ル
ト

の
文
体

上

、
「
時

々
間

違

え

る
」
と

い
う

読

み
方

に

は
無
理

が

な

い
。

結

論

を
出

そ
う

。
《
巨

。
a
ロ
旨
》

は

、
す

べ

て
そ

の
後

ろ

に
位
置

す

る
動

詞

(
不
定

詞
を

含
む

)
を

修

飾
し

て

い
る

。
し
た

が

っ
て
、

デ

カ

ル

ト

の
文

体

上

、

リ

ュ
イ

ヌ
公

が

そ

う

し

た

よ

う

に

、

《甘
a
8

巨

。
『含

目
》

と

は

読
め

な

い
の

で
あ

る
。
ま

た

、
余

計

な

語

句
を

削
り
落

と

せ
ば

、
④

は
⑨

の
結
構

と
類

似

し

て
い
る

こ
と

か

ら
、
④

の

《
凶昌
一〇
円ユ
雷
巴口
》
が
修

飾

し

て

い
る
語
句

を

《
聾

自

。
円霞

。
》

と
看

倣
す

こ
と

の
方

が
自

然

で
あ

る
、
と

考

え

ら
れ

る
。
さ

ら

に
、

④

は
⑦

の
内
容

と
も

類
似

し

て

い
る

の
で
、
「
時

々
間
違

え

る

(
誤

る
)
」
は
、
デ

カ
ル
ト

に
と

っ
て
普
通

の
表

現

で
あ

る

こ
と

が
分

か

る

。
以
上

の
こ
と

か

ら
、
《
一昌
ρO
円畠
弓
昌
ρ》

は
、

《
巴
δ
ω
o
旨
碧
o
》

を
修

飾

し

て

い
る
と
看

倣

さ

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
。

第

二
に
、
「
時

々
間
違

え

る
」
を
採

る
根

拠
と

し

て
、
小
論

の
冒

頭

〔
1
節
〕

で
指

摘

し

た

「
常

に
誤

る
」
と

「
時

々
誤

る
」
が
対
句

を
成

し

て

い
る

点
を

挙
げ

よ

う

。
こ

の
対
句

的

な
表

現

(小
論

の

皿

節

で
扱

う

)
は
、
わ

れ

わ

れ
が

問
題

に
し

て

い
る
箇

所

(以

下

、
原

文
①

と

略

記
)
の
直

後

に
位

置

す

る
も

の
で
あ

る
が

、
も

ち

ろ

ん
、

同

じ
構

文

で
は

な

い
。
し

か

し
、
わ

れ

わ

れ

は
、
デ

カ

ル
ト
が

、
原

文
①

を

播

入
す

る

こ
と

に

よ

っ
て
、
対

句
的

表

現
が

あ

る
箇
所

(
以

下
、
原

文
②

と

略
記

)
を
持

ち

出
す

た

め

の
伏
線

を

敷

い
て

い
る
と

看

倣

し
た

い
。
す

な
わ

ち

、
デ

カ

ル
ト

の
行

論

に

は
技
巧

的

な
意

図

が
あ

つ
た

の
で
あ

る

。

再
び

原
文

①
を

掲

げ

て
、
検

討

し

て
み
よ
う

。
尚

、
こ

こ
で
私

訳

を

試

み

る
。

原
文

①

「
そ

れ
ど

こ
ろ
か

ま

た
、
私

に

は
、
他

の
人

々
が
、
自

分

で

は
完

壁

に
知

っ
て

い
る
と

思

い
込

ん

で

い
る
事

柄

に
お

い
て
、
時

々

は

間
違

え

る
、
と

判
断

す

る

こ
と

が
あ

る

が
、
そ
れ
と

同

じ

よ
う

「常に誤る」と 「時々誤る」/8



に
、
他

な

ら

ぬ

私

が

、
2

に

3

を

加

え

る

た

び

ご

と

に

、
あ

る

い

は

、
四

角

形

の

辺

を

数

え

る

た

び

ご

と

に

、
あ

る

い

は

、
も

っ
と

容

易

な

別

の
事

柄

が

思

い
浮

か

べ

ら

れ

得

る

な

ら

ば

、

そ

れ

を

な

す

た

び

ご

と

に

、
誤

る

の

で

は

な

い
か

(一ヨ
o
。
二
薗
巳
"
ρ
;
。
昌
∵

巴

ヨ
a

ロ
目

冒

島
8

馬ミ
ミ

§

ミ

巴
δ
。・
o
旨
碧
o
o
蹄
g

o
国
ρ
昌
pB
。。
o

℃
o
篭
o
o
二
ω。。
巨

。
。。o
冒
o
碧
げ
ξ

昌

ε
「
り
凶冨

o
o。
o
艮

匿
=
陰。
円
を

2
一2

曾

o
知

三

"
。。一ヨ
島

9
&

P

〈
o
一
…

目
o
δ

£
信
巴

富
昌

[讐
o
茜
り
《
o
=

一

虐

乙

"
=
巳

匿
巳

言

。。
臣
昌
oq
一
鷲
0
8
。。る
)

(≦

甲
P
一
)」
。

わ

れ

わ

れ

が

最

初

に
注

目

し

た

い
言

葉

は

《
`
ロ
9
δ
。。
》

で

あ

る

.,.

こ

の
言

葉

は

、
わ

れ

わ

れ

の
考

え

で

は

、
原

文

②

の

《
。。
o
目
℃
窪
》

に

相

当

す

る

。
ま

た

、

問

題

の

《
一昌
一〇
円α
口
目日
薗一一〇
〇D
O
「『薗
『O
》

に

関

し

て

は

、

原

文

②

の

《
一昌
一〇
円ユ
=
巴口
h麟
一一碧
》

が

相

当

す

る

。

原

文

①

が

原

文

②

の
伏

線

を

成

す

所

以

で

あ

る

。
こ

こ

で

、
比

較

を

容

易

に

す

る

た

め

に

、

原

文

②

を

引

用

し

よ

う

。

原
文
②

「
し
か

し
、
お

そ
ら

く
は

、
私

が

そ

の
よ
う

に
騙

さ
れ

る

こ
と
を

、

神

は
お
望

み

に
は

な
ら

な
か

つ
た
。
と

い
う

の
も

、
神

は

こ

の
上

な

く

善

き

も

の

と

言

わ

れ

る

か

ら

で

あ

る

。
と

こ

ろ

が

、
も

し

、

常

に

誤

る

よ

う

に

、

そ

の

よ

う

に

私

を

お

創

り

な

っ
た

と

い
う

・

よ

う

な

こ

と

が

、
神

の
善

性

に
抵

触

す

る

と

す

れ

ば

、
私

が

時

々

は

誤

る

こ

と

を

神

が

お

許

し

に

な

っ

て

い

る

こ

と

も

ま

た

、

神

の
善

性

と

は

相

容

れ

な

い

と

思

わ

れ

る

。
し

か

し

な

が

ら

、
そ

う

と

は

言

わ

れ

得

な

い

の

で

あ

る

(」♪
一
陣.O
「
一①
昌
O
一ロ
一一
】)
窪

。。
一一薗
ヨ
o

飢
o
o言
凶り
島
9
巳
『
o
巳
日

・。ロ
目
巳
o

げ
8

p"。。
ち
9

。。;

8

0冒

。。
げ
o
巳

〔飴
二

円琶

ロ
o。
昌
碧
2
信
巴
o
日

巳
o

臼
o
霧

のo
巨

。。o
日
℃
o
「
h巴
冨
『》
筈

o
匿

費
昌

o
冨

目

く
乙
o
器
ε
「
g

。。o
帥
=
o
匿

ヨ

唱
o
「巳

【8
器

三

旨
8
『α
ロ
目

『騨
=
母
い

ρ
目
巳

巳
昌
目
ロ
目

雷
日
g

口
o
昌
℃
o
【窃

一
島
o
こ

(辱
ミ

.)」
。

こ

こ
で
再

び

、
原
文

①

と

原
文
②

の
対
応

関
係

を

示

そ
う

。
こ
れ

は

、

文

章

の

形

式

の

上

か

ら

の

検

討

で

あ

る

。

原

文

①

の

《
巨

。
円含

目

聾

o
。・
o
「「碧
。
》

は

、
原
文

②

の

《
巨

粟
巳

目

h聾

霞
》

に

相
当

し

、
原
文

①

の

《
h巴
苺

ρ
口
o
鼠
。
。。》

は
、

原
文
②

の

《
・・。
目
℃
。
「

芭

一碧
》
に
相

当

す

る
、
と

い
う

の
が
わ

れ

わ

れ
の
見

方

で
あ

る

。
ふ

た

つ
の
原
文

を
並

べ
て

み
よ

う

。

原

文

①

《
一
昌
一〇
「
畠
口
昌
P
9
一
一
〇
qo
O
『
『
"
『
O
》

《
『
巴

一鋤
『
租

。
膏

。・
》
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原

文

②

《
一昌
一〇
「
臣
口
昌
目
h
薗
一一
暫
目
》

《
。・
聲

唱
9

箪

一碧

》

一
瞥

し

て
分

か

る

よ
う

に
、

そ

れ
ぞ

れ
が

相

当
す

る
と

看
倣

す

こ
と

の
で
き

る
根
拠

と

し
て
、
一
語
ず

つ
は
同

一
単
語

が
遣

わ

れ

て

い
る

こ
と

が
挙
げ

ら

れ

る
。
ま

た
、
そ
れ

ぞ
れ

が
微

妙

に

異
な

る
部

分

は
、
「
他

の
人

々
が

間
違

え

る
」
が

「
私

が

誤

る
」
に
変

わ

っ
て

お

り
、
「
た

び
ご

と

に
」
が

「
常

に
」
に
変

わ

っ
て

い
る

。
し
か

し

、

言

葉
と

し

て
は
似

て

い
る
。
す

な
わ

ち
、
形

式

の
上

で
は

、
ほ
ぼ

同

一
の
表

現

と
断
定

で
き

る
。
念

の
た

め

に
、
異

な

る
部

分

を
吟

味

し

て
み

よ
う

。

先

ず

、
《
m
一一〇
〇〇
〇
『『国
円⑦
》
と

《暁
註
碧
》

で
あ

る
が

、
単
語

は
異

な

る
が
意

味

は
通

底
す

る
だ

ろ
う

。
但

し
、
前

者

は

、
他

者

の
行

為
を

端

か

ら
見

て
い
る

の

で
能

動
相

を
用

い

(他
者

の
間
違

い
だ

か
ら

、

よ
く

分
か

る
)
、
後
者

は
自
分

の
行

為

な

の
で
受

動
相

を

用

い
て

い

る

(自
分

の
誤
り

に

は
な
か

な
か

気
付

か
な

い
)
。

つ
ま
り

、
自

分

は

「
誤

る
」

の

で
は
な

く
、
「
誤

ら

せ
ら

れ

て

い
る
」
と

い
う

わ

け

で
あ

る

。
ま

た
、
「
誤

つ
て

い
る
」
と

い
う
自

覚

が
芽

生

え

た
時
点

で
、

お

そ
ら
く

「
誤

り

」
は
解

消

へ
と
向

か
う

だ

ろ
う

。

次

に
、
《
ρ
昌
o
雪
o
。。
》
と

《
器
ヨ
唱
臼
》

で
あ

る
が

、
こ

れ
も

単
語

は

異

な

る
が

同

じ
事

態

を
指

し

て

い
る

、
前
者

は
、
「
何

ご
と

か

が
あ

れ
ば

そ

の
た

び
ご

と

に
」
と

い
う

意
味

で
あ

る
か

ら
、
一
回

一
回

が

強

調

さ
れ

て
は

い
る

が
、

つ
ま

る
と

こ
ろ
、
そ

の
ま

ま

「
常

に
」
と

置

き

換
え

て
も

不

都

合

は
生

じ
な

い
だ

ろ
う
。

今

度

は

、
内

容

上

の
検

討
を

行

お
う

。
次
節

〔
皿
節
〕
で
詳
論

す

る
が

、

デ

カ

ル
ト

が
本

当

に

提
出

し

た

い
主

張

は
、

原

文
②

で
あ

る
。

し

か
し

、

原

文
②

を

い
き
な

り

出

し
た

の
で

は
強

烈

す
ぎ

る

し
、
あ

ま

り

に

図
式

的

で
、
折

角

の
想

定
も

平

板

な
感

じ
を

与
え

て

し
ま

う
。
そ

れ
を

避

け
る

た

め

に
は
、
似

た
よ

う

な
構

文
を

配
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
本

当

に
提

出
し

た

い
主

張

を
徐

々
に
読
者

に
慣

れ

さ
せ

る

こ
と

が
有

効

だ

っ
た

の
で
あ

る
。
す

な

わ

ち
、
緩
急

自

在

の

行

論

を
狙

っ
て

い
た

と
言

え

よ
う

。
「
他

者

」
か

ら

「
自

分
」
、
「
た

び
ご

と

に
」
か

ら

「
常

に
」
と

い
う

よ

う

に
、
比
較

的
受

け

容

れ
易

い
言
葉

か

ら

入

つ
て
、
急

転
直

下

、
も

っ
と
も

提
示

し

た

い
言
葉

を

引

き

出

し

て

い
る

の
で
あ

る

。
尚
、

こ

の
流
れ

は
、
意

識
的

に
か

、

無

意

識

に
か

、
そ

の
構

造

が
裡

掛

け

に
な

っ
て

い
る
。
す

な
わ

ち

、

《
一昌
薄O
「ユ
=
巴口
勢
一一〇
の
O
「「薗
「O
》

の
方

は
、
副

詞

は
同

じ
だ

が
動

詞

と

そ

の
行

為

の
主

体
を

入

れ
替

え

て
お
り

、
《
『暫
=
鋤
三

⊆
9

。
。。
》
の
方

は

、

動
詞

と
そ

の
行

為

の
主

体
は

同

じ
だ

が
副

詞
を

入
れ
替

え

て

い
る

。

「常 に誤 る」 と 「時 々誤 る」/10



「
似

て

い
る
が
異

な
り

、
異

な

る
が

似

て

い
る
」
様

子

を

実

に
巧

み

に
表

現

し

て

い
る
と
言

え

る
だ

ろ
う

。
も

し
、
デ

カ

ル
ト

が

こ

の
箇

所

で
意

識
的

に
迷

彩

を
施

し
た

の
だ

と

す
れ

ば

、

リ

ユ
イ

ヌ
公

が

《
一昌
【O
同α
霞
自日
》
を

《
冒
良
o
o
》

に
掛

け

て
読

ん
だ

の
も

、
宜

な

る
か

な

で
あ
る

。

以

上

の
こ
と

か

ら
、
原

文
①

は

、
原
文
②

の
伏
線

と

し

て
張

ら

れ

た

も

の
で
あ

り
、

し
た

が

っ
て
、

《一昌
一〇
円畠
儲
昌β
》

は

、
《
冒
会
8

》

で

は

な
く

、
倉
=
o
。。
o
旨
母
o》

を
修

飾

し

て

い
る

、
と

考
え

た

い
。

(
c
)

デ

カ

ル

ト

の

意

図

さ
て
、

《
一三
〇
乙
ロ
目
》

の
位
置

を

《
宕
巳
o
o
》

の
前

で
も

な

く

、

谷
=
o
。。》

と

《
O
「『碧
O
》

の
間

に

で
も

な
く

、
ま

さ

に

《
甘
島
o
o
》

と

倉
=
o
。。
。
昌
碧
。
》

の
間

に

入

れ
た

の
も

デ
カ

ル
ト

の
意

図

が
働

い
て

い
た

の
で
は
な

い
か

。
近

代
語

ほ
ど
語

順

が
問

題

に
は
な

ら

な

い
ラ

テ

ン
語

に
あ

っ
て
、
こ

の
よ
う

な
穿
馨

は
無

意

味

で
あ

る
か

も
知

れ

な

い
。
し

か
し
、
デ

カ

ル
ト

は
、
古

典
期

の

ラ
テ

ン
語
を

用

い
て

い

る
わ
け

で
は
な

い
。
彼
独

自

の
文
体

が
あ

っ
て
し
か

る
べ
き

筈

で
あ

る
、-
つ
ま
り

、
《
一昌
PO
「匹
口
昌
固》

が
修

飾

す

る
動

詞
を

曖
昧

に
し

て
お

き

、
原
文
②

の
伏
線

で
あ

る

こ
と

を

隠
し

た

の

で
あ

る
。
も

し
、
そ

う

解
釈

す

る
こ
と

が

で
き

る

と
す

れ
ば

、
ま

す
ま

す

デ
カ

ル
ト

の
技

巧
的

意
図

が
透

け

て
見
え

て
く

る
。
つ
ま

り

、
原
文

②

の
過
激

さ

を

和
ら

げ

る
た

め

に
、

《一昌
一〇噌
ユ
ロ
昌
冒》
と

《
虐

9

0
。。》

を

予

め
読

者

の

目

に
触

れ
さ

せ

て
お

き

、
し

か

も
、
《
一昌
一〇
「匹
口
旨
け》
を

《
甘
巳
8

》
に

結
び

つ
け

て
も

読

め

る
よ

う

に
、

そ

の
位
置

を

工

夫

し

た

の

で
あ

る
。
あ

る

い
は

、
少

な

く

と

も
、

デ

カ
ル
ト

の
意

識

の
ど

こ
か

に
、

そ

の
よ
う

な
意

図
が

隠

れ

て

い
た

の

で
は
な

い
か
。
も

ち

ろ

ん
、
こ

の

よ
う

な
解
釈

は
、
勇

み
足

ど

こ

ろ
か
、
無
謀

な

逸

脱
と

呼

ぶ
他

な

い
も

の
か
も
知

れ
な

い
。
し

か

し
な

が

ら
、
デ

カ

ル
ト

の
誇
張

的

懐

疑

の
周

到

さ
に

思

い
至

る
と

き

、
わ

れ

わ

れ
は
、
デ

カ

ル
ト

的
行

論

の
仕

掛

け

の
妙

に
深

く
食

い
入

り

た

い
衝

動

に
駆

ら

れ

る

の

で
あ

る

。「
翻

訳
者

は
裏

切

り

者

」

と

い
う

言

い
古

さ

れ
た

格

言

が

あ

る

が

、
リ

ュ
イ

ヌ
公

の
仏

訳

が
齎

し

た
誤

読

(校

閲

の
際

こ
れ

を

見
逃

し

て

い
る

デ

カ

ル
ト

に
も

責

任

が

あ

る
)

も

、

三
百

五

十
年

を

経

て
、
訂

正

さ
れ

る
方

向

に
進

む

こ
と
を

期
待

し

よ
う

。
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m

「
常

に
誤

る
」
と

「
時

々
誤

る
」

(
a
)

「
常

に
」

と

い
う

言
葉

の
特

異
性

前

節

で
、
わ

れ

わ
れ

は
、
原
文
①

の

《
一昌
一〇
「α
口
昌
　》
が
修

飾

し

て

い
る
動

詞

は
、
リ

ュ
イ

ヌ
公

に
よ

る
従
来

の
訳

の

《
一巨

凶8
》

で
は

な

く
、
ベ
サ

ー

ド
訳

や
両
独

訳

の

《
薗
一一〇
〇
〇
「「
"『
O》

で
あ

る

こ
と

を

確

認

し
た

が
、
本

節

で

は
、
原

文
②

の
対

句

的
表

現

で
あ

る

「
常

に

誤

る
」
と

「
時

々
誤

る
」
と

を
、
い
く

つ
か

の
観

点

か
ら

比
較

検

討

し

て

み
た

い
。
手

始
め

に
、
本

項

で
は

「
常

に
」
と

い
う

言
葉

の
特

異
性

に
注

目
し

て
み

る
が

、
そ

の
前

に

、
一
般

的

考
察

を

行

っ
て
お

こ
う

。
さ
て
、

天
気

予
報

に
お

け

る
馴
染

み

の
言

葉

に

「
晴

れ
時

々
曇

り
」

が
あ

る
。

気
象

庁

が
定

め

る
科

学

的
規

定

は

と
も

か

く
と

し

て
、
こ
の
言

葉

か
ら
わ

れ

わ
れ

が
受

け
取

る
情

報

は
、
「
今

日

一
日

、

と
き

に
は
曇

る

か
も
知

れ
な

い
が
、
お

お
む

ね
晴

れ

て

い
る
」
と

い

う

こ
と

に

尽
き

る
だ

ろ
う

、.
つ
ま
り

、
あ

る

日

の
天
候

に

お

い
て
二

つ
以
上

の
状
態

(
た
と

え

ば
、
晴

れ
と
曇

り

)

が

予
想

さ

れ

る
場

合

、
そ

の
度

合

い
の
少

な

い
方

を

「
時

々
」
と

い
う

言
葉

で
区

別

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、

一
日
中
曇

り

が

ち

で

は
あ

る

が

、
と

き

お
り

は
晴

れ

間
も

顔

を
出

す

よ
う

な

日
は

、
「
曇

り
時

々

晴

れ
」
と

な

る
。

こ
れ

に
対

し

て
、

「
常

に

雨
」

の
よ
う

な

言
葉

は

用

い
ら

れ

な

い
。
な

ぜ

か

。
た
と

え

一
日
中

雨

が
降

る

こ
と

が
予

想

さ

れ

る
と

し

て
も
、
た

だ

「
雨
」
と

表

示
す

る
だ

け

で
済

む

か

ら

で

あ

る
。

言
う

ま

で
も

な

い
こ
と

だ

が
、

天

候
状

態

が

一
つ
の
と

き

(た

と
え

ば

、
雨
)
は
、
「
時

々
」
よ

う

な
区

別

の
た

め

の
言

葉

は
必

要

で
は

な

い
か

ら

で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に
、
「
時

々
」
と

い
う

言

葉
は

、
あ

る
現

象

な
り

、
行

為

な

り
が

、
通

常
と

は

や

や
異
な

る
仕

方

で
立

ち
現

れ
た

際

に
用

い

ら
れ

る

こ
と

が
分

か

る

。
し

か
も

、
そ

の
現

れ
が
数

回

に
及

ぶ
と

い

う

こ
と
も

含

意

さ

れ

て

い
る

。
な

ぜ

な

ら
、
も

し

そ

れ
が

一
回

に
限

ら
れ

て

い
る
と
す

れ

ば
、
「
晴

れ

一
時
曇

り
」
と

い
う

よ
う

な

別

の

表

現

形
式

が

あ

る
か

ら

で
あ

る

。
ま

た
、
そ

の
頻
度

に
関

し

て
は

か

な
り

個
人

の
恣
意

に
委

ね

ら

れ

て
お

り
、
さ

ら

に
付

け
加

え

れ
ば

、

そ

の
刻

限
を
確

定

で
き
な

い
と

い
う

こ
と
も

そ

の
特
徴

の

一
つ
で
あ

ろ
う

。
総

じ

て
言
え

ば

、
「
時

々
」
と

は

、
珍

し
く

は

な

い
が

、
さ

ほ
ど
見
受

け

ら
れ
な

い
現
象

や
行

為

の
不
定
期

な
立

ち
現

れ
に
関

す

る
、

時

の
副

詞

で
あ

る
、

と

い
う

こ

と

に
な

る
だ

ろ
う

。
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こ

れ
に
対

し

て
、
「
常

に
」
と

い
う

言
葉

は

、
あ

る
現

象

な
り

、
行

為

な

り
が

、

例
外

な
く

立

ち

現
れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

を

意
味

す

る
。
も

っ
と
も

、
日
常

言
語

は
緩

や
か

で
あ

る
か

ら
、
完
全

に
例
外

を
排

除
す

る

わ
け

で
は

な

い
。
「
ほ
と

ん
ど
常

に
」

の
意

味

で

「
常

.
に
」
が

遣
わ

れ

る
こ
と

も

あ

る
。
ま
た

、
た
と

え

ば

「
銀
閣

寺

は
常

に
京

都

に
あ

る
」

と

い
う

よ
う

な

表

現

が
奇

妙

に
感

じ
ら

れ

る

の

は
、

こ
の
よ

う
な

場
合

、
「
常

に

」
を

省
略

す

る

の
が

普

通
だ

か

ら

で
あ

る
。
敢

え

て
遣

え
ば

、
強

調

な
ど

の
別

の
意
味

を

付
与

す

る

こ

と

に
な

る
だ

ろ
う

。
「
常

に
雨
」
と

い
う

気
象

用

語

が
な

い
こ
と

が
、

こ

の
こ
と

を
如

実

に
語

っ
て

い
る
。
総
じ

て
言
え

ば

、
「
常

に
」
と

は
、
あ

る

現
象

や
行

為

が
持
続

し

て

い
る

こ
と

を
意

味

す

る
が

、
特

に
強
調

す

る
必
要

が
な

い
と
き

は
省

略

す
る

こ
と

の
で
き

る
、
時

の

副
詞

で
あ

る
、
と

い
う

こ
と

に
な

る
だ

ろ
う

。
以

上

の

こ
と

を
踏

ま

え

た

上

で
、

デ
カ

ル
ト

の

「
常

に
誤

る
」

を
考

察

し

て

み
よ
う

。

さ

て
、
デ

カ

ル
ト

の

「
常

に
誤

る
」
と

い
う

文

言

が
、
奇

妙

な
想

定

で
あ

っ
た

こ
と

を
思

い
出

し

て
み

よ
う

〔
1
節
〕
。
「
常

に
誤

る
」

と

い
う

事
態

が
、
ま

る

で
あ

り
得

な

い
よ
う

な
想

定

か

ら
生

み
出

さ

れ
た

も

の
な

ら
ば

、
も

っ
と
目

立

つ
に
違

い
な

い
。
し

か

し
、
「
常

に
」
も

「
誤

る
」
も

、
そ

れ
ぞ

れ
き

わ
め

て
普

通

の
言

葉

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、
こ
れ

ら

の
言

葉

が
並

ん

で

い
て
も
、
そ

れ

ほ

ど
奇

異

な

感

じ
を

与
え

な

い
。
と

こ
ろ

が
、
よ

く
考

え

て

み
る
と

、
「
常

に
」

と

「
誤

る
」

と

は

、

そ

れ
ら

が
組

み
合
わ

さ
れ

て
連

語

を

成

す
と

き

、
そ

の
語

句

が
意

味

す
る
事

態

は

か
な
り

奇
妙

な
も

の
だ
と

い
う

こ
と

に
気

付
く

。
わ

れ

わ

れ

は
、
そ

の
理

由
を

、
「
常

に
」
と

い
う

言

葉

の
特

異
性

に
求

め

た

い
。
し
た

が

っ
て
、
先
ず

、
デ

カ

ル
ト

が

『
省
察

』
本

文

で

用

い

て

い
る

《
。。
。
目
℃
9
》
を

分
析

し

て
み

る

こ
と

に
し

よ
う

。

ド
　
コ

リ

用

例

は
全

部

で

二
十

六
例

を
数

え

る

が

、
そ

れ

ぞ
れ

が
修

飾

す

る
動

詞

は
多
様

で
あ

る

。
そ
れ

ら

の

《
。・o
目
罵
「》
は

一
般
的

法

則

や

経
験

則

や
強

調

な
ど

を
表

現

す

る
た
め

に
用

い
ら
れ

て

い
る

が
、
当

面

の
課

題
か

ら

は
離

れ

る

の
で
、
逐

一
用
例
を

検

討
す

る

こ
と

は
省

く

。さ

て
、
こ
れ

ら

二
十

六

例

の
う
ち

、
他

の
条

件

を
問

わ

ず

に

「
常

に
」
と
組

み
合
わ

せ

る
と

奇
妙

な
意

味
を

帯

び

る
と
看

倣
す

こ
と

の

で
き

る
用

例

は
数

例

で
あ

る

。
さ
ら

に
、
そ

の
う
ち

の
四

例

は
、
わ

れ
わ

れ

が

問

題

に

し

て

い
る

《
3
一一〇
》

の
変

化

型

で
あ

り

(≦

苧

P
一
曽N
一
b
い
り。。
O
)、

い
ず

れ
も

奇
妙

な
感

じ
を

与
え

ず

に
は

お

か

な

い
。

し
か

し
、
残
り

の
例

は
、
譲

歩

で
あ

っ
た

り
、
否
定

で
あ

っ
た

り

し
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て
、
奇

妙

さ
を

感
じ

さ

せ
る

こ
と

は
ほ
と

ん
ど

な

い
。
た
と

え

ば
、

「
私

は
常

に
眠

る

(。。
o
日
唱
巽

ユ
o
周日
冨
旨
)
(<
甲
8

～

P
O
)」

と

い
う

用

例

が
あ

る
。
そ

の
ま

ま

で
は
奇

妙

で
あ

る
が

、
譲

歩
文

で
あ

る

た
め

に
そ

の
奇

妙
さ

は
減

殺

さ
れ

て

い
る
。
ま

た

、
「
実

生

活

の
必

要

は

、

厳

密

な

吟

味

を

行

う

た

め

の
時

間

を

常

に

は
与

え

な

い

3

0
昌

。。
。目
掃
「
oo
客
o
ユ
3

(≦
い
8

ご

と

い
う

用
例

が
あ

る
が
、
否
完

文

で

あ

る
た

め

に
、
や

は
り
奇

妙

さ
は
感

じ

ら
れ

な

い
の
で

あ

る
。
さ
ら

に
、
残

り

の

【
つ
は
、
「
も

し

私
が

、
何

が
真

で
、
何

が
善

か

を
、
常

に
明

ら

か
に
見

る
と
す

れ

ば

(。。二

。
目
も
9

の
巳
匹
く
o
旨
日

知

げ
0
2

目

。。
嘗
9
碧
。
<
乙
自
。旦

(≦

〒
給

)」
と

い
う

想
定

を

行

っ
て

い
る
用

例

で
あ

る
が

、
そ

ん
な

こ
と
は
あ

り
得

な

い
こ
と

を
暗

に
含

ん
で

い
る

文

な

の

で
、
こ

れ
も
問

題

に
は
な

ら
な

い
。
し
た

が

っ
て
、
「
常

に

誤

る
」

以
外

は

、

}
見
し

て
奇

妙

に

は
見

え

な

い
の
で

あ

る
。

た

だ
、
こ

れ
ら

に
共

通
し

て

い
る

こ
と

は
、
普

通

は
あ

り
得

な

い
と

考

え
ら

れ

て

い
る
事

柄

の
想
定
と

し

て
用

い
ら
れ

て

い
る

、
と

い
う

占
…

で
あ

る

。
但

し
、
そ

の
よ
う

な
想
定

で
も
、
そ

れ
が

譲
歩

で
あ

っ
た

り

、
否
定

さ

れ

て

い
た
り

す

れ
ば

、
奇
異

な

感

じ
を
受

け

る

こ
と

は

あ
ま

り

な

い
。
つ
ま
り

、
肯
定

的

な
想

定
文

で
な
け

れ
ば

、
取

り

立

て

て
奇
妙

で
あ

る
と

は
言
え

な

い
の

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、
次

の
よ
う

に
言

う

こ
と

が

で
き

る
だ

ろ
う

。
「
常

に
」

と

い
う

副

詞
は

、
自
然

法

則

(
地
球

は
常

に
自

転
す

る

)
、
経

験
則

(夕

焼

け

の
翌

日

は
常

に
晴

れ

る
)
、
強

調

(
パ

ウ

ロ
は
常

に

神
を

信

じ

る
)
、
習
慣

(私

は
就

寝
前

に
は
常

に
歯

を

磨

く
)

な
ど

に
遣

わ

れ

た
場

合

は
普

通

の
表

現

で
あ

る

が
、
改

め

て

「
常

に
」
を

付

け

加
え

る
必

要

の

な

い
事

柄

(
銀

閣
寺

は
常

に
京

都

に
あ

る
)

や

、
類

と
種

の
関
係

を

概
念

的

に
規

定
す

る
文

(人

間

は
常

に
動

物

の

一
種

で

あ
る

)
の
場

合

は
省
略

さ
れ

る
し

、
極

端

な
想

定

(私

は

常

に
眠

る
)
は

、
そ
れ

が
肯

定
的

な
場

合

に
は

奇
妙

な
様

相

を
呈

す

る
、

と

。

デ
カ

ル
ト

は
、
「
常

に
誤

る
」
と

い
う

、
奇

妙

な
肯

定

の
想

定

文

を
提

示

し

た
。
し

か
も

、
奇

妙

で
あ

り
な

が

ら

、
尚

、
読

者

に
は
、

}
笑

に
付

す
こ
と

の
で
き

な

い
内
容

を
も

っ
て
い
る
よ
う

に
見
え

る

の
で
あ

る

。
そ

れ

こ

そ
、
奇

妙

な
事

態

で
は

な

い
か

。

(
b
)

「
時

々
誤

る
」

か

ら

「
常

に

誤

る
」

へ

さ

て
、
前

項

で

は
、
「
常

に
」

の
特

異
性

を

考
察

し
た

が
、
本

項

で

は
、
「
過

誤
」
を
巡

る
動

詞

の
検

討

か

ら
始

め

、
そ

れ
を

承

け

て
、
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「
常

に
誤

る
」
が

「
時

々
誤

る
」
か
ら
導

出

さ

れ

る
過

程
を

論

じ

た

い
。わ

れ

わ

れ
は

こ
れ
ま

で
、
《
O
「「O
》

に

「
間

違
え

る
」
、

《
h帥
=
o
門》

に

「
誤

る
」
と

い
う

訳
語

を
配

し

て
き

た
が

、
デ
カ

ル

ト

に
よ

る
こ

れ

ら

の

用

語

例

の
検

討

か

ら

論

を

起

こ

し

て

み

よ

う

。

尚

、

《
h巴
一〇
「》
に

関
し

て
は
、
そ

の
能
動

相

の

《置

ざ
》

も

「
欺

く

」
と

い
う

訳
語

を

与
え

、
そ

の
対
象

と
す

る
。
さ

ら

に
、

『省

察

』
本
文

　

　

　

　

に
は
、
《自
8
菅

o
》
と

い
う

言
葉

の
使

用

が

五
例
あ

る
が

、
《
h"
=
o
》

と

さ
ほ
ど

本
質

的

な
相

違
は

な

い
の
で
、
そ

の
検

討

は
割
愛

す

る

。

但
し

、
原
文

②

に

現
れ

る

《
α
o
o
冒

o
》
は
見

過

ご

せ
な

い
要

素
を

秘

め

て

い
る

の
で
、
後

で
少

し
触

れ
る

。

デ

カ

ル
ト
哲

学
を

誤

謬
論

の
観

点

か

ら
論

じ

た
研

究
者

が

い
る

ハ
コ
コ
　
　
ソ

ほ
ど
、
デ

カ
ル
ト

に
は

た
し

か
に
誤

謬

に
纏
わ

る
話

題

に
事
欠

か

な

い
。
し

た
が

っ
て
、
『
省
察

』
に
現

れ

る

「
問

違
え

る

(。
旨
o
)
」
と

「
欺

く

(h層
=
o
)
」

(そ

の
受

動
相

も
含

む
)
も

、

そ
れ

ぞ

れ
、
十

六

例

、
三
十

九

例
と

、
か
な

り

の
数

に

の
ぼ
る

。
も
ち

ろ
ん

、
そ

の
す

べ
て
を
詳

細

に
検
討

す

る
余
裕

は
な

い
の
で
、
重

要
点

を

一
つ
だ

け

挙

げ

て
、

そ
れ
を

吟
味

し

て

み
よ
う

。

そ
れ

は
、
《o
匿
o
》
が
能
動

相

で
し

か
遣

わ

れ
な

い
の
に

対
し

て
、

脅
巴
一〇
》

に
は
能

動

相

と
と

も

に
受

動
相

の
使

用
例

が
あ

る
、
と

い

う

こ
と

で
あ

る
。

そ

の
特

徴

を
洗

っ
て
み

る
と

、

《O
「
円O
》

が

「
誰

某
が

間
違

え

る
」
と

い
う
事

態

を
単

に
描

写
す

る
だ

け

で
あ

る

の

に

対

し

て
、
《
h"
=
o
》

は

、
「
私

が

誤

る

(欺

か

れ
る
)
」
と

い
う
観

点

(受

動
)
と
、
「
悪

霊

な

ど

が
私

を
欺

く
」
と

い
う
観

点

(能

動
)
と

を

提

供

し

て

い
る

こ
と

が
分

か

る
。
実

は

、
《
o
匿
o
》
と

《h"
=
o
》

の

こ

の
特

徴

の
相
違

は
、
非

常

に
重

要
な

意
味

を
帯

び

て

い
る

の

で
あ

る
。も

う

一
度

、
原
文

①

と

原

文
②

を

思

い
出

し

て
み
よ

う

〔
H
節

〕
。

わ

れ
わ

れ

の
解

釈

で

は
、

原

文
①

の

《
一昌
ρO
「自
口
巳口
薗
一一〇
ロ
0
「
「餌
「O
》

は

、
原

文
②

の

《
一口
μ0
「(一目
巴口
h国
一一9
「》

に
相
当

し

た

。
相

違

は

、
行

為

の
主

体
と
、
過
誤

に
関
す

る
動
詞
に
あ

る
。
こ
の
相

違
は
、
原
文

①

の

《
匡

巨

碧

9

。
吻》

に
す

で
に

そ

っ
く

り

現
れ

て

い
る
。
す

な
わ

ち

、
同

じ

《
o
旨
o
》

を

用

い
る

な
ら

ば
、
《
o
旨
聲

虐

9

2
》

と
な

る

と

こ

ろ
を
、

わ

ざ

わ
ざ

単

語

を

変
え

て

い
る

の

で
あ

る

。
も

ち

ろ

ん
、
自
分

の
行
為

だ

か

ら
、
と

い
う

よ
う

に
考

え

る

こ
と

も

で
き

る

し

〔
H
節
〕
、
あ

る

い
は
、
単

に
言

葉
を

入

れ
替

え
た

だ

け

で
そ

れ

以

上

の
意

味

は

な

い
、
と

い
う

よ
う

に
読
む

こ
と
も

で
き

る
だ

ろ

う

。
し
か

し
、
む

し

ろ
わ

れ

わ

れ
が

注
目

し

た

い
の

は
、
上

で
触

れ
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た

よ
う

に
、
《
h巴
一〇
》

に

は
能
動

と
受

動

の
両

側
面

が

あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

つ
ま

り

「
私

」
に

関

し
て

は
、
単

に

「
間
違

え

る
」

で

は
な

く

て
、
「
欺

く
」
と

い
う

背
景

を
も

つ
た

「
誤

る

(
欺

か
れ

る
)
」
が

遣
わ

れ

な
け

れ
ば

な
ら

な
か

っ
た

の
で
あ

る

。
す

な
わ

ち
、

こ

こ
に
お

い
て
、
デ
カ

ル
ト
は
す

で

に
原
文
②

を

引
き

出
す

た

め

の

準
備

を

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
、
原
文

①

か

ら
原
文
②

に
か
け

て
の
、
デ
カ

ル

ト

の
論

理

構
造

を

概
観

し

て
み
よ

う

一.

(
二
)
と

い
う

の
も

、
神

は
こ

の
上

な
く

善

き
も

の
と

、
言

わ

れ

る
か

ら

で
あ

る

。

(
ホ
)
と

こ

ろ
が

、
も

し

、
常

に
誤

る
よ
う

に
、
そ

の

よ
う

に
私

を

お
創

り

に
な

っ
た

と

い
う

よ
う

な

こ
と

が

、
神

の
善

性

に
抵

触

す

る
と

す

れ
ば

、

(
へ
)
私

が

時

々
は
誤

る

こ
と
を

神

が

お
許

し

に

な

つ
て

い
る

こ

と

も

ま

た
、

神

の
善

性

と

は
相
容

れ

な

い
と

思
わ

れ

る

。

(ト
)

し

か

し
な

が

ら
、

そ
う

と

は

言
わ

れ
得

な

い
の

で
あ

る
。
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原
文

①

(
イ
)
他

の
人

々
が
、
自

分

で
は
完

壁

に
知

っ
て

い
る
と

思

い
込

ん
で

い
る
事

柄

に
お

い
て
、
時

々
は

間
違
え

る
、

と
私

は

判
断

す

る

こ
と

が
あ

る
。

(
ロ
)
そ

れ
と

同

じ
よ
う

に
、
他
な

ら

ぬ
私

が
、

～

の
た
び

ご
と

に
、
誤

る

の

で
は
な

い
か

。

原
文

②

(
ハ
)
し

か
し

、
お
そ

ら
く

は
、
私

が

そ

の
よ
う

に
騙

さ
れ

る

こ

と

を

、
神

は

お
望

み
に

は
な

ら
な

か

っ
た
。

(イ
)
か

ら
考

察

し

て

み
よ
う

。
こ
れ

は
省

察
者

の
経

験

で

あ

っ

て
、
わ

れ
わ

れ
も

似

た
よ

う

な
経
験

を
も

つ
よ
う

な
気

が
す

る

ゆ
え

に
、
直

ぐ

に
首
肯

で
き

る
。
た

だ
、

「自

分

で
は
完

壁

に
知

っ
て

い

る
と

思

い
込

ん

で

い
る
事

柄

」
と

い
う

の
が

や
や

曲
者

で
あ

る
。
こ

こ
で
言

わ

れ
て

い
る
事

柄

の
実

相

が
窺

い
知

れ

な

い
か
ら

で
あ

る

。

単

な

る
日
常

的

な
思

い
違

い
や
誤
解

の
こ
と

を
指

し

て

い
る

の
か

、

そ
れ

と
も

、
何

か

学

問
的

な
事

柄

に
関

す

る

こ
と

な

の
か
、
あ

る

い

は
計

算

間
違

い
な
ど

の
不
注
意

の
こ
と

を
意
味

し

て

い
る

の
か
。
お

そ
ら

く
、
ど

れ
か

に
確
定

で
き

る
こ

と

で
は
な

い
。
む

し

ろ
、
デ

カ

ル
ト

は
、
そ

の
点

を

わ
ざ

と

ぼ

か
し

た

の
で

は
な

い
か
。
デ
カ

ル
ト



が

こ
こ

で
言

い
た

い
こ
と

は

、
「
確

実

で
あ
る

と
看

倣

し

て

い
る
事

柄

で
も

、
も

し

か
し

た
ら

間
違

え

て

い
る

の
か

も
知

れ

な

い
」
と

い

う

こ
と

に
尽
き

る

。
し

た

が

っ
て
、

(イ

)
か

ら

(
ロ
)
が

引
き

出

さ
れ

る

こ
と

に
な

る
。
こ

こ
で
、
「
確
実

で
あ

る
と

看

倣
し

て

い
る

事
柄

」

の
具
体

例

が
示

さ
れ

る

。
す

な
わ

ち

、
「
2

に

3
を

足
せ

ば

5
に
な

る
」

な
ど

で
あ

る
。

し

か
し

、
よ
く

考
え

る
と
、

(
イ
)
か

ら

(
ロ
)
を

引

き

出
す

と

き
、
デ

カ

ル
ト

は
巧
妙

に
立
ち

回

っ
て

い
る

こ
と

が

分
か

る
。
と

い

う

の
も
、
他
者

の
間
違

い
に

こ

の
よ

う

な
具

体
例

を
持

ち

出

せ
ば

、

た
ち

ま
ち

妙

な

こ
と

に
な

る
か

ら

で
あ

る
。
す
な

わ

ち
、
「
自

分

で

は
完

壁

に
知

っ
て

い
る
と
思

い
込

ん

で

い
る
事

柄

」
の
代

わ
り

に
、

(
ロ
)
の
よ
う

な

具
体

例
を

持
ち

出
す

こ
と

が

で
き

な

か

っ
た

の

で

あ

る

。
言
う

ま

で
も

な

い
こ
と
だ

が
、
「
2

に
3

を
足

せ
ば

5
に
な

る
」
よ
う

な
事

柄

に
お

い
て
、
他
者

が

時

々
間

違
え

る

の
を

見

て
取

る
経
験

な

ど
、
わ
れ

わ

れ

に
あ

る

こ
と

で

は
な

い
。
も
ち

ろ
ん

、
あ

る
研
究
者

が

言
う

よ
う

に
、
計

算
間

違

い
の
よ
う

な
些

細
な
事

柄

は

別

で
あ

る

が
、
こ

こ
で

の
懐
疑

は

、
数
学

全

体

の
真

理
性

に
関
し

て

の
こ

と

で
あ

っ
て
、

運

用

の
際

の
過

誤

の
こ
と

で

は
な

い
か

ら

、

(
イ
)
と

(
ロ
)

の

「
間
違

え

る

(誤

る

)
」
対
象

が

同

じ
だ

と
す

れ

　　ヒヨ

ば

、
そ

れ
は
当

た
ら

な

い
こ
と

に
な

る
。
し

か
し

、
デ
カ

ル

ト

の
記

述

が
曖

昧

で
あ

る

こ
と

は

否

め
な

い
。

そ
れ

で

も
尚

、

わ

れ

わ

れ

は

、

こ

の
曖

昧

さ

を
、

彼

の
よ

い
意

味

で

の
巧

妙

さ
と

看

倣

し

た

い
。次

に
、
(
ハ
)
と

(
二
)
を

検

討
し

て
み
よ

う

。
(
ハ
)
で
は

、
「
私

は
騙

さ
れ

る

(8
。
島
。
。
菅

)
」

と

い
う

言
葉

が
使

用

さ

れ

て

い
る

。

こ
こ

に
も

、
技

巧

が
あ

る
。

つ
ま
り

、
《
匿
=
o
》

が
受

動

相

を
取

っ

て
、
自
動

詞

的

な

「
誤

る
」
と

い
う

意
味

を
も

つ
こ
と

は
可

能

で
あ

る
が

、

《
自
。
。
菅

o
》

に

は
そ

の
よ
う

な

用
法

は
な

い
か

ら

で
あ

る

。

し
た

が

っ
て
、

こ

こ
で

の
意

味

は

よ
り

欺
購

の
度

合

い
が
強

く

な

り

、
そ

れ
と

と

も

に
、
神

の
善
性

を
持

ち

出

し

て
、
そ

れ
と

の
不
適

合

を

強

調
し

て

い
る

の
で
あ

る

。
す

な
わ

ち

、
「
神

が

騙

す

こ
と

な

ど

あ

り
得

な

い
で

は
な

い
か

」
と

い
う

わ

け

で
あ

る

。
但

し

、
こ
れ

は

デ

カ

ル
ト

の
言

い
分

で
は

な

い
。
古

い
意

見
を

対
抗

さ

せ

て

い
る

の
で
あ

る
。

さ

て
、
前

節

(
b
)

で
述

べ
た

よ
う

に
、

(
ホ
)
、

(
へ
)
、

(ト

)

が

デ

カ

ル
ト

の

も

っ
と

も

言

い
た

い

こ

と

で

あ

る

。

(
ホ

)

は

(
ロ
)
、
(
ハ
)
、
(
二
)
を

纏

め

て
、
(
ロ
)
の
よ
う

な
想

定

の
矛

盾

を

突

い
た

文

言

で
あ

る

。
言

外

に
、
「
私
が

常

に
誤

る

な

ど
、
神

の
善
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性

に

反
す

る

で
は
な

い
か
」

と

い
う
意

味

を

込

め

て

い
る

。

し
か

し

、
こ

こ
で

.
転

し
て

、
同

じ
よ

う
な
事

態

で
あ

る

(
へ
)
を
持

ち

出

し

て
、
「
こ
れ
も

お

か
し

い
で
は
な

い
か

」
と

畳

み
掛

け

て

い
る

。

つ
ま

り

、
「
時

々
誤

る
」
と

い
う
経

験
的

な
事

態

を

ど
う

説

明
す

る

の
か

、
こ

れ
だ

っ
て

「
神

の
善

性

に
反
す

る

じ

ゃ
な

い
か
」
、
と

読

者

に
迫

つ
て

い
る

の

で
あ

る

。
し
か

し
、
「
時

々
誤

る
」

の
は

人

の

常

な

の
だ

か
ら
、
こ
れ

は
神

の
善

性

と
ど

う
し

て
も

両

立

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。
だ

と
す

れ

ば
、
や

は
り

「
常

に
誤

る
」
こ
と

だ

っ
て

へ
　
パ
な

あ

り

得
な

い
こ
と

で
は
な

い
、
と

一
気

呵
成

に

(ト

)
を
結

論

す

る
。

簡

単

に
纏

め

て

み
よ
う

。
原

文

①

は

、

い
わ
ば

肯

定

の
道

で
、

「
他
者

が

時

々
間
違
え

る

」
か
ら

「
私
は

常

に
誤

る
」
を

強

引

に
引

き
出

し

て

い
る
。
他

者

の
間
違

い
の
具
体

的
内

容

は
ぼ

か

し

て
あ

つ

た

が
、
そ
れ

は

デ
カ

ル
ト

の
技

巧

で
あ

る
。
ま

た

、
原

文
②

は
、
い

わ

ば
否

定

の
否
定

の
道

(結
局

、
肯
定

に
な

る
)
で
、
「
常

に
誤

る
」

が
神

の
善

性

に
抵
触

し

て
そ
う

は
言
え

な

い
の
な
ら

、
「
時

々
誤

る
」

も

同
然

で
あ

ろ
う

(第

一
の
否
定

)
。
し

か

し
、
経
験

を

考

慮

に
入

れ
れ

ば

そ
う

も

言

え

な

い
で
は

な

い
か

(第

二

の
否

定

)
。

し

た

が

っ
て
、
「
常

に
誤

る
」
こ
と
も

あ

り
得

る

こ
と

な

の

で
あ

る

(肯

定

)
。
す

な
わ

ち
、
こ

の
よ
う

な
流

れ

か
ら
極

端

な

想
定

が

提
出

さ

れ

、
そ

の
想
定

に
よ

っ
て
、
す

べ

て
が
疑

わ

れ
た

の
で
あ

る

。
そ

し

て
、
わ

れ

わ

れ

は
こ

の
流

れ

に
、
原
文
①

と
原

文
②

の
伏
線

関
係

を

読

み
取

り

た

い

〔
H
節

〕
。
少

し
ず

つ
読
者

を

手
懐

け

て
ゆ

く
デ

カ

ル
ト

の
手

が
見

え

る
よ
う

で

は
な

い
か
。
し
か

し

、
こ

の
疑

い
は
、

あ
く

ま

で

デ
カ

ル
ト

の
本

意

で
は
な

い
。
す

べ
て

の
知

識

を

一
旦

括

弧

に
入

れ

る

た
め

の
方

策

な

の

で
あ

る
。
し

た

が

っ
て
、
多

く

の
解

釈
者

が
指

摘
す

る
よ
う

に
、
デ
カ

ル
ト

の
懐

疑

は

「
意

志

的
」
な

も

　ニ
セ
　

の
と

言

え

る
だ

ろ
う

。

さ

ら

に
、

《
凶昌
樽O
『
自
口
目
口
h曽
一一牌
同》

は

、

《
。。o
日
℃
o
円
h巴
一碧
》

を

引
き

出
す

た

め

の
修
辞

的

な
道

具

の
役
割

を
果

た

し

て

い
る
、
と

い
う

こ

と
も

付

け

加
え

て
お

こ
う

。
と

い
う

の
も
、
前

者

は

日
常
的

(経
験

的
)
で
あ

る

の
に
対

し

て
、
後

者

は
非

日
常

的

(想
定

的

)
だ

か

ら

で
あ

る
。

つ
ま
り

、
「
時

々
」
と

「
誤

る
」
は
簡

単

に
結

び

つ
く

が

、

「
常

に
」
と

「
誤

る
」

は
極
端

な

想
定

を

な

さ
な

い
限
り

、
本

来
適

合

し
な

い
筈

で
あ

る

。
し
か

し

、

一
見

し

て

「
常

に
」
と

「
時

々
」

は
対

を

成

す

よ
う

に
見

え

る
。

こ
の

こ
と

を
利

用

し

て
、
「
常

に

誤

る
」
が

非

日
常

的

な
事

態

で
あ

る

こ
と

を
隠

す

の
で
あ

る

。
言

い
換

え

れ
ば

、
日
常

的

な
対

を

用

い

て
、
一
方

の
非

日
常

性

を

目
立

た

な

く

さ
せ

て

い
る

の

で
あ

る
。
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と

こ

ろ

で
、
後

者

の
不
適

合

が

見
過

ご

さ

れ

や
す

い
も

う

一
つ

の
理
由

を
挙

げ

れ
ば
、

『省

察
』

の
読
者

が

デ
カ

ル
ト

の
想

定

に
直

.
ぐ

に
慣

れ
て

し
ま

っ
て
、
奇

抜

な
想
定

を

し
た

の

に
大

し

て
驚

か

な

く

な

っ
て

い
る

か
ら

で
は

な

い
だ

ろ
う
か

。
あ

る

い
は
、
そ

の
よ
う

な
想

定
を

ば

か
ば
か

し

い
も

の
と
看
倣

し

て
、
そ

れ
以
上
考

察

し

て

み
な

い
か

ら

で
は
な

い
か

。
「
時

々
」
と

「
常

に

」
は
対

を
成

す

言

葉

な

の
で

、
組

合

せ
と

し

て
奇

異

な
感

じ
を

抱

か

せ

な

い
。

し

た

が

っ
て
、
奇

異

な
想

定
も

、
直

ぐ

に
慣

れ
る

と

い
う

わ
け

で
あ

る
。

そ
の
た

め
、
そ

の
想

定

の
中
身

を
十

分

に
吟

味

し

て
み

な

い
こ
と

に

な

る

。
た
と

え
ば

、
綱
渡

り

は
大
変

難

し

い
芸
だ

そ
う

で
あ

る

が
、

見

慣

れ
れ

ば
あ
ま

り

感
興

が
湧

か
な

い
。
そ

れ
と

同

じ

こ
と

が
、
読

者

の
心

理

を
支

配

し

て
し
ま
う

の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。
し

か
し

、

こ
れ

は
読
者

に
責
を

負

わ
せ

る

べ
き
事

柄

で

は
な

い
だ

ろ
う

コ
デ
カ

ル
ト

の
技

巧

の
冴
え

が
、
そ

れ
を

生

ん
で

い
る

、
と

い
う

の
が
小

論

の
立

場
だ

か

ら
で
あ

る

。

デ

カ

ル
ト
は

「
透
明

な

真
理

(罵
易
豆
。
題

《
。巨

讐
9
)
2
口
山
O
)」

で
あ

る
数
学

的
真

理
を

疑

っ
て
は

い
な

い
。
そ
れ

を
敢

え

て
疑

っ
た

の
に
は
、
も
ち

ろ
ん
理
由

が

あ

る
。
懐
疑

論

者

が
持

ち

出
す

で
あ

ろ

う
ど

の
よ
う

な
懐

疑
を

も
打

ち
破

る
た

め

に
、
考

え
ら

れ

る
懐

疑

の

中

で
最

強

の
懐

疑
を

提

出

し
、
そ

の
懐

疑
を

も
乗

り
越

え

る
道

を

開

拓

し

た

か

つ
た

か

ら

で
あ

る
。
こ
れ

は
、
相
手

の
も

っ
と

も

強
力

な

武

器
を

自

ら
用

い
て
、
そ

の
武
器

の
鈍

い
こ
と
を

明

ら

か
に
す

る
方

法

な

の
で
あ

る

。
お

そ
ら

く
、
デ
カ

ル
ト

に
と

っ
て
、
欺

く

神

に
続

　
　
　　

り

い
て
登

場

す

る
悪

霊

は
、
懐

疑
論

者

た
ち

が
用

い
得

る
最

強

の
武

器

だ

っ
た

の
だ

ろ
う

。
し
か

し

、
『
省

察
』

の
流

れ

の
中

で
、

理
性

が

適

切

に
使

用

さ
れ

る
限

り

、
そ

の
よ
う

な
悪

霊

は
幻
影

で
あ

る

こ
と

が
分

か

っ
て
く

る

の

で
あ

る
。
す

な

わ
ち

、
理
性

は
自

ら
を

正
当

化

ハ
　

ん

　

し

て

い
く

の

で
あ

る
。

し

か

し
な

が
ら

、
そ
れ

は
遠

く

『
省
察

』
の
終

わ
り

に
至

ら
な

け

れ
ば
達

成

さ

れ
る

こ
と

で
は
な

い
。
デ
カ

ル
ト

は
数

学

の
真

理
性

が

無

効

に
な

る

可
能

性

を

示
唆

し

た

。

か
く

て
、

す

べ
て

は
疑

わ

し

い
。
こ

の
苦

境

か

ら
、
デ

カ

ル
ト

は
ど
う

脱

出
す

る

の
か
。
そ

れ

に

つ

い
て
は
次

節

〔
W
節
〕
に
譲

る

が
、
そ

の
前

に
、
デ

カ

ル
ト

の
行

論

の
魅

力

に

つ
い
て

一
言

触

れ

て
お

こ
う

。

(
c
)

デ

カ

ル
ト
的

行

論

の
魅
力

ど

ん
な

に
見
事

な

料

理

で
も

、

そ
れ

を
盛

る
器

が
貧

相

で

は

、
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せ

っ
か
く

の
料

理
が
台

無

し

に
な

る
。
『
省
察

』
が
古

典

と

し
て

の

命
脈

を
保

っ
て

い
る
の
も

、
単

に
思
想

の
中

身
だ

け

に
頼

っ
て

い
る

か

ら

で
は

な

い
だ

ろ
う

。

し
た

が

っ
て
、

デ
カ

ル
ト

の
思
想

(料

理
)
も
さ

る

こ
と

な
が

ら
、
そ

の
表

現

(器

)
の
優

れ

て

い
る
点

に

も
着

目
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
も
ち

ろ
ん
、
器
負

け

す

る
よ
う

な

料
理

な

ら
ば
、
デ
カ

ル
ト

は
た
だ

の
小

器
用

な
文
章

家

に
な

っ
て
し

ま
う

。
す

な
わ

ち
、
思
想

と
表

現

が
渾
然

一
体
と

な

っ
て

『
省

察
』

の
魅

力

を
生

ん

で

い
る

の
で
あ

る
。

デ
カ

ル
ト

の

『
省
察

』
に
は

さ
ま
ざ

ま

な
意

匠
が

凝

ら

さ
れ

て
お

り

、
読
者

は

知
ら

ず
識

ら
ず

の
う

ち

に
、
そ

の
か

ら
く

り

に
圧

倒
さ

せ

ら
れ

る
。
上

で
論

じ

た
、
「
時

々
誤

る
」

か

ら

「
常

に

誤

る
」

へ

の
展

開
も

そ

の

一
つ
で
あ

る
が
、
こ
れ

は
も
う

芸

の
な

せ

る
業
と

呼

べ
る

ほ
ど

で
あ

る
。
上
手

な

柔
道

家
と

乱
取

り
を

す

る
場

合

、
自

由

自
在

に

こ
ち
ら

の

バ
ラ

ン
ス
が
崩

さ
れ

て

ゆ
き

、
や
が

て

は
相
手

の

ペ
ー

ス
に

は
ま

っ
て
、
気

付

い
た
と
き

に
は
、
気

持

よ

く
畳

の
上

に

叩
き

つ
け

ら
れ

て

い
る
…

…
。
デ
カ

ル
ト

の
行
論

か

ら

は
、
そ

れ
と

同

じ
よ
う

な
快

感

を
受

け
取

る

こ
と

が

で
き

る

。
も

ち

ろ

ん
、
鵜

の

目
鷹

の
目

で

こ
れ

に
当

た
れ

ば
、
さ
ま
ざ

ま

な
綻

び
が

見
出

さ

れ
る

こ
と

だ

ろ
う

。
し

か

し
な

が
ら
、
そ

の
よ
う

な
読

み
方

に
は

限
界

が

あ

る

。
た

い
て

い

の
場

合

、
あ

ら
探

し
は

、
「
労
多

く
し

て
益

少

な

し

」
と

言

え

る

か
ら

で
あ

る
。

そ
も

そ

も
、
何

ら
か

の
か
た

ち

で

『
省

察
』
を
研

究

し

て

い
る

者

が

、
そ

の
動

機

を
静

か

に
反
省

し
て

み

る
と
す

れ

ば
、
こ

の
著

作

に

純
粋

な

興
味
を

抱

い
た

こ
と
が

一
番

に
挙

げ
ら

れ
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
誰

か

に
強

制
さ

れ

て
読

ま

さ
れ

た

の
だ
と

す

れ

ば
、
そ

れ

ほ

ど

面
白

く

は
読

め

な

い
だ

ろ
う

。
論
者

も

、
『
省

察
』
を

初

め

て

読

ん
だ

と

き

、
「
神

」

の
登

場

に
面
喰

い
、

や
が

て
強

い
反
発

を

感

じ

た
も

の
だ

っ
た
。
し
か

し
、
そ

れ

は
人

か
ら

勧

め

ら
れ

て
読

ん
だ

と

き

の

こ
と

で
あ

っ
て
、

自

ら

進

ん

で

読

も

う

と

企

て
た

と

き

に
は
、
す

で

に

そ

の
よ
う

な

反
発

は
消

え

て

い
た

。
む

し

ろ
、
自

分

の
考

え

が
至

ら

な

い
箇

所

に

こ
そ
、
強

い
興
味

が
湧

く

よ
う

に
な

っ

た

の

で
あ

る

。
理

解

へ
至

る
道

は
遠

い
が
、
そ

の
よ

う

な
隔

た
り

へ

の
絶

望

を

振
り

払

う
だ

け

の
魅

力

が
、

こ

の
著

作

に
は

あ

る

。

し

か

し

な
が

ら

、
わ

れ
わ

れ

に
は
、
も

っ
と
楽

し

く

デ

カ

ル
ト

に

近
付

く

道

が
あ

る

の
で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。
そ

し

て
、
デ

カ

ル
ト

と

と
も

に
、
さ
ま
ざ

ま

な
問

題
を

思
索

す

る
喜

び
を

見
出

す

こ
と

が

で

き

る

の
で

は

な

い
だ

ろ
う

か

。
も

ち

ろ

ん
、
そ

れ

は
、

『
省
察

』

を

デ

カ

ル
ト

の
意

図

な
ど

お
構

い
な

し

に
読

む

こ
と

で

は
な

い
。
「
読

「常に誤る」と 「時々誤る」/20



者

へ
の
ま
え
お
き
」
2
目

～

δ
)
を

一
読
す

れ
ば
、
そ
れ
は
明

ら
か
で

あ

ろ
う

。
し
か

し
、
あ
ら

ゆ
る
読

み
方

を
検

討

し

て
み

る
こ

と
も

、

あ
な

が
ち

不
将

な

ふ
る
ま

い
と

は
言
え

ま

い
。
そ
れ

が
真

の
理

解

へ

の
道

を

照

ら
す

た
め

の
も

の
な

ら
ば

…

…
。
け
だ

し
、

『省

察
』
を

正
確

に
理
解

す

る

こ
と

と
、
そ

の
表

現
を
堪

能

す

る

こ
と

と

は
、
た

し
か

に
両
立

す

る

の
で
あ

る
。

W

底
知
れ
ぬ
渦

の
中
で

前

節

で

は
、
「
常

に
誤

る
」
と

「
時

々
誤

る
」
と

の
相

違

を
検

討

し
、
「
常

に
誤

る
」
が

、
極
端

な
懐

疑
を

捻

出
す

る

た

め

の
巧

み

な

想

定

で
あ

っ
た

こ
と

を
見

た

が
、
本

節

で

は
、
そ

の
想

定

の
結

果

、

必

然
的

に
陥

ら
ざ

る
を
得

な

か

っ
た

「
底

知

れ

ぬ
渦

の
中

」
と

い
う

比
喩

の
意
義

を
考

え

て

み
た

い
。

デ
カ

ル
ト

は
、

初

日

の
省
察

を
終

え

て

二
日
目

の
省

察

に

入

る

つ

コド

　　

と

き

、

自

分

の

陥

っ

た

場

所

を

「
底

知

れ

ぬ

渦

の

中

(
ヨ

肩
o
旨
昌
含

目

。9
霞

Φ。
冨

日
×
≦

冨

轟
と

に

喩

え

る

。

進

退

窮

ま

っ
た

証

と

し

て

、
「
底

に

足

を

付

け

る

こ

と

も

、
泳

い

で
水

面

に

浮

か

び

上

が

る

こ

と

も

で

き

な

い

(口
o
o
宕

。。
。。巨

ヨ

巨

o
罵

匹
o
目

臣
じ。
9
P

昌
。
o

。
昌
2
碧
o
巴

。。口
9
目
昌
目
×
&
鳳概
・)」

ほ
ど

狼
狽

え

て
し

ま

っ
た
、

と

述

べ
て

い
る

。
し

か
し

な

が
ら

、
わ

れ
わ

れ

は
、
こ
の
渦

中

こ
そ
、
デ

カ

ル
ト

が
も

と
も

と
行

き
着

く

こ
と
を

望

ん

で

い
た
地

点

で
あ

り
、

狼

狽
え

る
ど

こ

ろ
か
、
予
定

通
り

の
行

論

が
な

さ
れ

て

い
る
と
考

え

た

い
。

手

始

め

に
、
こ

の
比
喩

を
分

析

し

て
み

よ
う

。
「
第

一
省

察

」

で

デ
カ

ル
ト
が

求

め
た

の
は

「
堅

固

で
不

易
な

も

の

(虐
乙

艶
日
崔
日

知

日
昌

。・ロ
旨
目
)
(≦

=

刈
)」

で
あ

つ
た

。
し

か

し
、
初

日

の
省

察

で

は
、

そ

れ

を

見

出

す

こ

と

が

で
き

な

か

っ
た

。

す

べ
て

が
疑

わ

し

く

、

も

っ
と

も

堅
実

と

思
わ

れ

た
数

学
的

真

理
も

、
前

節

〔
皿
節

〕
で
検

討

し

た
よ
う

に
、
「
常

に
誤

る
」
と

い
う

事

態
を

想

定

す

る

こ
と

に

よ

つ
て
、
虚
偽

で
あ

る
可

能
性

を

示
唆

し

た

。
い
わ

ば

、
「
脱

出

し

難

い
暗

闇

の
中

曾

8
=

昌
。
×
三
8

玄
♂
。。
一。
昌
。
げ
冨
。。V
(≦

い
8

)」

に
、

思

わ

ず

入
り

込

ん

で
し

ま

っ
た

の

で
あ

る
。

と

こ

ろ

で
、
こ

の

「
暗
闇

」
と

い
う

表

現
は

、
デ

カ

ル
ト

が
好

ん

ロ

　コ

　

　

で

用

い

る

も

の

で

、

『方

法

叙

説

』

に

も

、
「
独

り

で
暗

闇

の

中

を

歩

む

人

の

よ

う

に

(。
o
目
目
o
ロ
ロ
『
o
目
目
o
ρ
三

ヨ
碧
o
げ
o
ωo
巳

簿

畠

霧

♂
。。
p魯

9

器
・。
V
(≦

-
一ひ
)」

と

い

う

比

喩

が

見

受

け

ら

れ

る

。

「
か

つ

て

信

じ

た

あ

ら

ゆ

る

意

見

を

捨

て
去

る

決

意

(冨

蒜
。。
9
呂

o
昌

二
〇
。。。

'
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ユ
無
匿
お

ユ
o
δ
三
〇
。。
言
o
o
℃
帥巳
o
昌
。。
`
ロ
.o
昌
曽
『ぷ
ロ
o
。。
髭
蜜

茜
話

三

8

。。
薗
o
徹
き
。
。
)
(≦

-一い
)」
を

し

た
者

に
と

っ
て
、
「
注
意

深

さ
」

こ
そ

必
須

の
要
件

で
あ

り
、
「
暗

闇
」
は
、
ま

さ

に

こ

の

「
注

意

深

さ
」
を

発
揮

す

る

の
に
相

応
し

い
演

出

な

の
で
あ

る

。
な

ぜ
な

ら

、
「
暗

闇
」

の
中

で
は
、
明

る

い
場

所

と
は

異
な

り
、
「
き

わ

め

て

ゆ

っ
く

り
と

進

み

、

あ

ら

ゆ

る

事

柄

に

お

い

て

十

分

な

注

意

深

さ

(巳
鳶
§

ζ
象

、智
嵩
×
<
甲
一
ひ
～

ミ
)」
を

働

か

さ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い

か
ら

で
あ

る
。
し

た

が

つ
て
、
認
識

者

に
と

っ
て
、

一
見

し

て

「
負

の
条
件

」
と

も
思
え

る

「
暗

闇
」
は

、
か
え

っ
て
索

め

ら
れ

る

べ
き

舞

台

と
化

す

。

こ
の

「
暗

闇
」
の
讐
え

は
、
「
第

二
省
察

」
で
は

「
底
知

れ
ぬ
渦

」

に
姿

を
変

え

る
。
わ

れ
わ

れ
は

、
そ

こ
に

「
暗

闇

」
以

上

の
困
難

を

見

出
す

。
し

か
し

、
「
暗

闇

」
と

同
様

、
こ

の

「
底

知

れ
ぬ
渦

」
は
、

省
察

者

の
是
非

と
も

く
ぐ
り
抜

け
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
最
大

の
関
門

な

の
で
あ

る
。
両

者
を

比
較

し

て
み

よ
う

。

先

ず

、
わ

れ
わ

れ
が
気

付
く

の
は
、
両
者

と

も

歩
行

が

困
難

な

こ

と
は
同

じ
だ

が
、
前

者

は
立
ち
止

ま

る

こ
と

が
許

さ
れ

る

の
に
対

し

て
、
後

者

は

そ
れ
す

ら

で
き
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る

。
ま

た
、
後

者

は
そ

れ

に
加

え

て
、
息

さ
え

で
き

な

い
。
こ

れ
は

も
う

、
極

限

の

状

況
と

言

っ
て
も

よ

い
だ

ろ
う

。
も
は

や

、
溺

れ

る

の
を

徒

に
待

つ

の
み

で
あ

る
。
溺

れ

れ
ば

、
折

角

の
省

察

の
歩

み
を
放

棄

し

な
け

れ

ば

な

ら

な

い
。
し
か

し

な
が

ら
、
よ
く

考

え

て

み
よ

う

。
デ

カ

ル
ト

は
、
そ

の
よ
う

な
状

況

に
、
「
わ
ざ

と

陥

っ
た

」
と
も

受

け

取

れ

る

の

で
は

な

い
だ

ろ
う

か

。
デ
カ

ル
ト

に
倣

っ
て

、
讐
え

を

用

い
て

み

よ
、つ
。

場
慣

れ
た

奇
術

師

は

、
自

分

の
腕

前
を

示

す

た

め

に
、
こ
れ

か

ら

行

お
う

と

す

る
奇
術

の
困
難

さ
を
観
客

の
面
前

で
さ
り

げ
な

く
強

調

す

る
が

、
そ

の
難
易

度

が
高

く

見
え

れ
ば

見

え

る

ほ
ど

、
奇

術

が

成

功

し
た

暁

に
は
鮮

や
か
な
印

象

を
与
え

ず

に

は
お

か
な

い
。
そ
れ
と

同

じ

よ
う

に
、
デ
カ

ル
ト

も
、
も
は

や
省

察

を

断
念

し

な

け

れ
ば

な

ら

な

い
最
高

の
山
場

を
持

え

て
、
自

ら
そ

の
難

局

を
乗

り

越
え

て
み

せ

た

の

で
は

な

い
か

。

こ
れ

は
至

難

の
業

で
あ

っ
た
だ

ろ
う

。

さ
ら

に
注

目
す

べ
き

は
、
「
底

(巨

ロ
日
)」
と

「
水

面

(。。ロ
目
目
雷
日
)」

と

い
う

表

現

で
あ

る
。
両

語
を

主
格

の
か

た
ち

で
並

べ
、
見

比

べ

て

み
る

と

、
あ

た

か
も

韻
を

踏

ん

で

い
る

か

の
よ
う

な

趣

が
あ

る

が
、

一
体

何

を
象

徴

し

て

い
る

の
で
あ

ろ
う

か

。
も

と

よ

り

、
デ

カ

ル
ト

は
比

喩

の

巧

み
な
書

き
手

で
あ

る
。
し
た

が

っ
て
、
筆

任

せ

に
捻
り

出
し

た

讐
え

と

は
考

え

難

い
。
必

ず

や
、
何

ら

か

の
効

果
を

狙

っ
て

「常に誤る」と 「時々誤る」/22



い
る
筈

で
あ

る
。

さ

っ
そ
く

、
解
釈

を

試

み

て
み

よ
う

。

最
初

に
指

摘

す

べ
き

こ
と

は
、
両
者

に
は

、
天
と

地

の
開
き

が

あ

る
、
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
「
底
」

に
足

が
付

け
ば

、
と

り

あ
え

ず

は
身
体

の
拠
り

所

を
得

る
だ

ろ
う

。
し

か
し

、
息

が

で
き

な

い
こ
と

に
は
変

わ

り
が

な

い
の
で
あ

る
。
す

な

わ
ち

、
省

察

以
前

の
ま

ど

ろ

み

の
中

に
逆
戻

り

し

て
し
ま
う

。
そ

こ
で
は

、
真

な

る
も

の
を

呼

吸

す

る

こ
と

は

で
き
ず

、
欺

か

れ
た

ま
ま

、
偽

の
呼

吸

を

し
な

け
れ

ば

な

ら

な

い

の
で
あ

る
。
こ
れ

に
対

し

て
、
「
水

面
」
に
顔

を

出

せ
ば

、

立
ち

泳
ぎ

を
続

け

な
け

れ
ば
な

ら
な

い
と

し

て
も
、
と
り

あ
え

ず

は

新
鮮

な
空

気
を

吸
う

こ
と

が

で
き

る

。
真

な
る
も

の
の
認

識
と

い
う

空
気

で
あ

る
。
し

た

が

つ
て
、

次

の
よ
う

に
言

お

う

。

す

な
わ

ち
、
足

が
付

く

「
底

」
は
、
楽

で

は
あ

る
が

断

固
と

し

て

斥
け

た

い

「
古

い
意
見

(〈
0
8
器
。。
o
且
三
〇
昌
o
ω
)
(<
一甲
8
)」

の
象

徴

で
あ

り
、

「
水

面
」

は
、

こ

の
後

、
達
す

る

こ
と

の
で
き

た

「
我

在

り
、
我

存

在
す

(団
o。
o
。。
`
巳
噸
。
o。
o
。
×
巨

P
)
(≦

冨

い
)」

と

い
う

哲
学

ヘ
コ

　

コ
　

の
第

一
原

理

を

暗

示

し

て

い
る

の

で

あ

る

、

と

。

《
団
⑰。
o
。。唱
日
》

は

、

ま

さ

に

溺

れ

か

け

喘

ぐ

者

を

救

う

、

空

気

の

役

割

を

果

た

す

。
も

ち

ろ

ん

こ

の
段

階

で

は

、
《
団
。qo
。。日
昌
》

は

、

い

わ

ば

「
溺

れ

る
者

の

藁

」

に

す

ぎ

な

い
。
し

か

し

、

こ

の

一
茎

の
藁

を
導

き

の
糸

と

し

て
、
さ
ら

な

る
困
難

に
立

ち
向

か
う

省

察

者

は
、

底

に
足

を
付

け

て
ま

ど

ろ
む

こ
と
を

拒

否
し

、
水

面

に
顔

を
出

し

て

真

理

の
大

海

に
泳

ぎ
出

よ

う

と
企

て

る

の
で
あ

る

。

デ

カ

ル
ト
は

、
底

に
沈

む

こ
と

な
く

水

面

に
顔

を
出

し
た

。
そ

の

見
事

さ

に
は

眼
を

瞠

る
も

の
が

あ

る
。
奇

術

に
は
種

や
仕
掛

け

が

あ

る

が
、
デ
カ

ル
ト

の
見

せ

た
技

は
奇

術

で

は
な

い
。
し

か

し
、
そ

の

叙
述

の
行
程

は
自

然

の
流

れ

に
身
を
委

ね

た
も

の

で
も

な

い
。
そ

れ

ど

こ

ろ
か

、
優

れ

た
行

論
を

読

者

に
味

読

さ
せ

る

た
め

に
、
し

た

た

か

に
計
算

さ

れ
尽

く
し

た

演
出

を
行

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。
も

つ
と

も
、
そ

の
演

出

は
、
単

な

る
作

り
も

の
で
も

な

い
。
そ

れ

が

い
つ
か

ヘ
コ
　　　
　ロげ

は
確

定

で
き

な

い
が
、
実

際

に
デ

カ

ル
ト
が

「
省

察

」
を
行

つ
た

と

き

、
自

ら

の
哲

学

の
第

一
原
理

を
発

見
す

る
試
行

錯

誤

の
過

程

で

、

少

な

か

ら
ず

坤

吟

し

た

に
違

い
な

い
か

ら

で
あ

る

。

も

ち

ろ

ん

、

『
省

察

』

執

筆

時

に
は

、

そ

れ

は
過

去

の
記

憶

の
中

の
出

来

事

に

な

っ
て

い
た

で
あ

ろ
う

が
、
そ

の
記
憶

を
追

体

験
と

し

て
描

写

す

る

際

、
最

大

の
効

果

を
狙

わ

な

い
筈

が
な

い
。
わ

れ

わ

れ

が

『
省

察
』

か
ら
受

け

る
尋

常

な
ら

ざ

る
臨
場

感

は
、
た
だ

の
虚

構

か

ら
生

ま

れ

る
も

の

で
は
け

っ
し

て
な
く

、
深

い
体

験

に
根
差

し

て

い
る

の
で
あ

ニ
ヒ　

　

る
。
も

っ
と

も

、
実

際

に

な
さ

れ
た

「
省

察

」
と

『省

察

』
草
稿

と
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の
間

に
は
、
ど

の
く
ら

い
の
時
間

の
間
隙

が
あ

る
の
か

は
推

定
さ
え

で
き

な

い
。
あ

る

い
は
、
考

え

な
が

ら
書

き
、
書

き

な

が
ら

考
え

て

い
た

の
か
も
知

れ

な

い
。
と
も

あ

れ
、
『
省

察
』

の
成

立
事

情
を

考

慮
す

れ
ば

、
完
成

ま

で

に
紆

余
曲

折

が
あ

っ
た

こ
と

は
間
違

い
な

い

だ

ろ
う

。
と

い
う

の
も
、
デ

カ
ル
ト

は
、
ホ

ラ

テ
ィ

ウ

ス
の
箴

言

で

あ

る

「
書
き

留

め

し
な

ば
そ

は
秘

め

て
九
年

間

温

め

ん
こ
と

を

(り

P
己
)」
を

実
践

し

た
可
能

性

が
高

い
か
ら

で
あ

る

。
す

な

わ

ち
、
デ

カ

ル
ト

の

『
省
察

』
は
短

時

日

で
成

っ
た
も

の

で
は

け

っ
し

て
な

い

の

で
あ

る
。

　
　コ
　　

　

そ

の
よ
う
な
成

熟

と
丹
精

が
結

ん
だ

果
実

の

一
滴

と

も
言
え

る
、

「
底
知

れ
ぬ
渦

の
中

」
で
喘

ぐ
姿

と
、
《
団
o。
o
ωロ
目
》
を

得

た
後

の
自

信

に
満
ち

た
表

情

と

の
間

に
生
ま

れ

る
鮮

や
か

な

「
対

照
」
こ
そ

、

デ

カ

ル
ト
が

目
論

ん
だ

演
出

な

の
で
あ

る

。
も
ち

ろ
ん

、
デ

カ

ル
ト

に
と

っ
て
、
「
底

知

れ

ぬ
渦

の
中
」
は
前

門

の
虎

に
す
ぎ

な

い
。
後

門

の
狼

は
、

こ

の
後

に
群
を

な

し

て
控

え

て

い
る

の

で
あ

る
。

以

上

の

こ
と

か

ら
、
わ
れ

わ

れ
は
、
こ
う

結

論
付

け

た

い
。
「
常

に
誤

る
」
と

い
う
奇
妙

な

想
定
を

設
え

て
ま

で

そ

こ

へ
至

る

こ
と

に

固
執

し
た

、
こ

の

「
底

知

れ

ぬ
渦

の
中
」
こ
そ

、
デ
カ

ル

ト
が
も

と

も

と
行
き

着
く

こ
と

を
望

ん

で

い
た

地
点

で
あ
り

、
狼

狽
え

る
ど

こ

う
か

、

予
定

通
り

の
行

論

が

な
さ

れ

た

の
で
あ

る
、

と

。

註

(了

)

、
(
一
)
デ

カ

ル
ト
か

ら
の
引

用
は
、
碕
q
≦
題

O
肉
O
題

舅

舅

℃=
匪
霧

℃
碧

0
7

>
9

ヨ

簿

"

↓
碧

コ
o
q
も

2

〈
①
=
o
で
臥
。。
0
5
雷
且
8

ゆ
=

く
2
7

<
二
P
一
器

ー

一
零

⑳

に
よ

る
。
尚

、
原
則

と

し
て
、
本
文

中

に
そ
の
巻
数

を

ロ
ー

マ
数
字

に
よ

っ
て
、

そ

の
頁

数
を

ア
ラ
ビ

ア
数

字

に
よ

つ
て
記
す

。
ま

た
、
必

要

に
応

じ
て
そ

の
表

記
を
改

め

た
箇
所

や
、
引

用
原
文

を
イ

タ
リ

ッ
ク

に
し
た

箇
所

が
あ

る
。
さ
ら

に
、
イ

タ

リ

ッ
ク
体

の
訳

に
は

す

べ
て
傍

点

を
施

し
た

。

(二
)
「
幽
霊

の
正
体

見

た
り
枯
尾

花
」

は
人

口

に
膳
災

し

た
俳
句

で
あ
る

が
、

も

と
も

と

は

「
化
物

の
生

体
見
た

り
枯

を
ば
な

」
で
あ

っ
た

由

。
尾

州

の
人
横

井
也
有

の
句

。
す
な
わ

ち
、
彼

が

松
木
淡

々
と

い
う
俳

人
を

評
し

た
句

。
「
淡

々

が

お

の

れ
を

高

ぶ

り

、
人

を

慢

る
と

伝

へ
聞

き
、

初

め

て
対

面

し

て
」

句

作

し

た
も

の
。

正

体

が
分

か

れ
ば

、

畏
怖

も

し
く

は

侮

蔑

の
対

象

で
あ

っ

た
も

の
も

何

で
も

な

く

な

る
と

い
う

わ
け

で
あ

る

(『
俳
家

奇

人
談

・
続

俳

家
奇

人

談

』
、

竹
内

玄

玄

一

著

、
雲

英

末
雄

校

注

、
岩

波

文

庫

、

一
九

九

四
年

(第

三
刷

)
、

一
七
三

頁

)
。
尚

、
句

そ

の
も

の

は
目

の
錯
覚

を
詠

ん
だ

も

の
か
と

思
わ

せ

る

が

、
題

材

を
知

れ
ば

伝

聞
と

実

際

と

の
相

違

が
主

題

で
あ

っ
た

こ
と

が

分

か

る
。

こ

れ

は
、

デ

カ

ル
ト

が

そ

れ
ま

で
真

理

と

認

め

て
き

た
も

の

の
受

け

取

り

先
を

、
「
感
覚

か

ら

(器

o
富

ぴ
霧
V」

(主

に
視

覚

)
と

「感

覚

を
介

し

て

(で
o
「
。。①
コ
。。ロ
。。V」

(主

に

聴
覚

)
と

の

二

つ
に

区

別

し

た

「
第

一
省

察

」
の
記
述

(≦

一-一〇。
)と
き

れ

い
に
対

応

し

て

い
る

。
「
ビ

ュ

ル

マ
ン
と

の
対

話

」
(<
-=
ひ
)、
参

照

。

(三

)

〉
島
剛o
昌
ゆ
m
≡
o
f
卜
箱
≦
丙
§

ミ
§

亀
§

、
b
題
-6
ミ

、亀

b

コ
血
「
帥
「島
o
り
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9
「
o
O
馨

O
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「
o
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ρ

一
〇
8

も

・℃
ω
■

(
一
四

)

『
省

察

一
、

デ

カ

ル

ト

著

、

三

木

清

訳

、

創

元

社

(
哲

学

叢

書

)
、

一
九

五

〇

年

、

四

三

頁

。

尚

、

こ

の

訳

書

で

は

正

字

が

用

い
ら

れ

て

い

る

が

、

適

宜

新

字

体

に

改

め

た

。

2

五

)

『
デ

カ

ル

ト

』
、

野

田

又

夫

編

、

中

央

公

論

社

(
世

界

の

名

著

二

二

)
、

一
九

六

七

年

、
所

収

、
「
省

察

」
、
井

上

庄

七

・
森

啓

訳

、

二

四

一
頁

。

(
一
六

)

『
デ

カ

ル

ト

』
、
務

台

理

作

他

編

、

河

出

書

房

新

社

(
世

界

の
大

思

想

七

)
、

一
九

六

九

年

、

所

収

、

「
省

察

」
、

桝

田

啓

三

郎

訳

、

一
四

五

頁

。

(
一
七

)

『
デ

カ

ル

ト

著

作

集

二

』
、

白

水

社

、

一
九

七

三

年

、

所

収

、

「
省

察

」
、

所

雄

章

訳

、

三

三

頁

。

尚

、

『
増

補

版

デ

カ

ル

ト

著

作

集

二

』

(
一

九

九

三

年

∀

に

異

同

は

な

い

。

(
一
八

)

『
デ

カ

ル

ト

/

方

法

叙

説

/

省

察

』
、
白

水

社

(
イ

デ

ー

選

書

V
、

一

九

九

一
年

、

所

収

、

「
省

察

」
、

所

雄

章

訳

、

一
二

〇

頁

。

(
一
九
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O
o
コ
o
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o
o
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ひ
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一
=
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さ
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(
二

二
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『
デ

カ

ル

ト

の

誤

謬

論

』
、

池

辺

義

教

著

、

行

路

社

、

↓
九

八

八

年

、
参

照

。
尚

、
こ

の

著

作

は

、

デ

カ

ル

ト

哲

学

全

体

を

誤

謬

論

の

展

.開
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と

捉
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㌔

お
。。。。o。。
⊂
巨
くo
邑
聾
門①。・
色o
「
母
5
8

一℃
oQP
,
一〇
い
.

(
二
五
)

『
デ
カ

ル
ト

『省
察

』

の
研
究

』
、
山

田
弘

明

著

、
創

文

社

、

一
九

九

四
年

、

二
一二
頁

。

(
二
六

)
こ

の
箇

所

に

つ

い
て
は

、
解
釈

が

分

か
れ

て

い
る
。
以

下
、
参

照

。

ω
昭
和

六
十
年

度

科

学

研
究

費
補

助

金

(総

合

研
究

A

V
「
デ

カ

ル
ト

『省

察

』

の

(共

同

作

業

に
よ

る
)

批

判

的
註

解

と

そ

の
基

本
的

諸

テ
ー

マ
の

問
題
論

的

研
究

」

(研

究
代

表

者

所

雄
章

)
、

二
六

～

二
七
頁

。

.
②

『
デ
カ

ル
ト

形

而

上
学

の
成

立
』
、
村

上

勝

三

著

、
勤

草
書

房
、

]
九

九

〇

年
、

一
五

三
頁

。

両
者

は

《
』
=。
血
⊆
三
ヨ
ニ
∋
》
を

ど
う

読

む

か

に
よ

っ
て
、
別

の
道
を

歩

ん

で

い
る
。
ω
は

(
へ
)
だ

け
を

指

示

し

て

い
る
と

い
う

の

に
対

し

て
、
勿
は

(
ホ
)
と

(
へ
)

を
併

せ

て
指

示

し

て

い
る
と

解

し

て

い
る

。
ま

た
、
ω

が

(
ホ
)
を
仮

定

文

と
読

ん
で

い
る

の
に
対

し

て
、
働

は

そ

れ
を

譲

歩
文

と
看

倣

し

て

い
る

。
リ

ュ
イ

ヌ
公

の
翻

訳

に

よ
れ

ば

、
《
で
O「ヨコO
ρ=
,①
》
と

い
う

動

詞

を

反
復

さ

せ

て

い
る

と

こ

ろ
か

ら
、

明

ら

か

に

(
へ
)
だ

け

を
指

し

て

い
る

よ
う

に
読

め

る
。
ま

た
、
ベ
サ
ー

ド
訳

で
も

、
倉

三
ヨ
。
8

話
且
;
。コ
8
》

と

訳

し

て

い
る

の
で
、

や

は
り

(
へ
)

だ

け

を
指

し

て

い
る
よ

う

に
読

め

る
。

し

か
し

、

そ

れ
だ

け

で
は

ω
を

支

持

す

る

こ
と

は

で
き

な

い
が

、

煩

碩

に
な

る

の
で

、

こ
れ

以

上

の
詳

細

は
省

き

、
わ

れ

わ

れ
と

し

て
は

、

D

を

採

り

た

い
。

た
し

か

に

、
ω

の
解
釈

は
斬

新

で
は

あ

る
が

、

わ
れ

わ

れ

と

し

て

は
、

デ

カ

ル
ト

の
こ

の
箇

所

で

の
意

図
は

、
あ

く

ま

で

極
端

な

想

定

に
よ

っ
て

「
常

に
誤

る
」

と

い
う

可

能
性

を

提

示

す

る

こ
と

と
解

釈

し

た

い
。
し
た

が

っ
て
、
そ

れ
を

重

視
し

な

い
②

を

採

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

(
二

七
)

〈
.
ζ

碧
二
巴

O
ロ
o
「o
E
ρ

O
亀

o
ミ

鷺
隔
遷

、o
嵩

、.o
ミ

鳶

翫
題

、ミ
旨

誠
ゆ二

。.》
〉
⊆
⊆
①「り
一〇
〇
一
も

.ω
。。
ザ

「
。
「島
器

巳

>
5
三
鰹

b
題
らミ

斡a

、S
o
ミ
ミ
恥
Q
こ
冨
ミ
、
魯

=
巴

①〒
切
9
≦
9

這
い
ひ
も

.刈
8

(
『
デ
カ

ル
ト

に
お

け

る

人
間

の
発
見

』
、

F

・
ア

ル
キ

エ

著

、
坂

井

昭

宏

訳

、

木

鐸

社

、

一
九

七

九
年

、
九

四
頁

)
"
O
窪

①≦
9
.。
刀
o
島
。・-[
。三

ωト

.臼
ミ

、馬
譜

O
偽旨
ミ
h舞

二

。.'
□
げ
『巴
ユ
o
勺
三
一〇
。。o
「
三
』
目
①
』「
<
二
戸

一〇
↓
一
も

b
一
Q◎
.
(『
デ

カ

ル
ト

の

著

作

と

体

系
』
、
ジ

ュ
ヌ
ヴ

ィ

エ
ー
ヴ

・
ロ
デ

ィ

ス

ー
レ

ヴ

ィ

ス

著

、
小
林

道
夫

/

川
添

信

介

訳

、
紀

伊

國
屋

書

店

、

一
九

九

〇
年

、
二
=
=

頁

)
。
ま

た

、
山

田
弘

明

、
前

掲
書

、

一
五

頁

、
池
辺

義

教

、
前

掲

書

、
五
八

頁

、
『
デ

カ

ル
ト

哲

学

の
体

系

』
、
小

林
道

夫

著

、
勤

草

書

房

、

一
九

九

五
年

、
九
九

頁

、
『
デ

カ

ル
ト

研

究

理
性
の
境
界
と
周
縁
』
、
谷

川
多

佳

子

著

、
岩

波

書
店

、

一
九

九

五

年

、
六
九

頁

な
ど

、
参

照

。
こ

れ
ら

の
論

考

は

、
そ

れ

ぞ
れ

の
観

点

か

ら
、

デ

カ

ル

ト

の
こ

の
よ
う

な

懐
疑

を

「
意

志

的

」

な
も

の
と

看

倣

し

て

い
る

。

(二
八

)

尚

、

「欺

く

神

と

悪

し
き

守
護

霊

」

と

の
異

同

に

つ
い

て
は

、
諸

家

の
解

釈

を
詳

細

に
検

討

し

た
論

考

が
あ

る

の

で
、

こ

の

小
論

で
は

論

じ

な

い
。
所

雄

章

、
前

掲

報

告
書

、
四
〇

～
四

四

頁

、
参

照

。
ま

た
、
誇
張

懐

疑

と

「
永

遠
真

理
創

造

説

」
と

の
関
係

に

つ
い

て

の
詳

し

い
背

景

は

、

小

林

道

夫

、
前

掲

書

、

一
〇

四

～

一
〇

八

頁

、
参

照

。

(
二
九

∀

=
⇔
『蔓

O
.
「
茜
島

2
「丹㌔
ワ
o
。。8

「8
。・
一
〈
⇔
=
母

瓜
o
=
o
「
刀
①
器
o
ロ
」

ヨ

〉
ミ
ミ
考
§

、
ミ
ご
旨
、
ミ
翁
、
O
§

、、ミ
、ざ

く
o
=
　
昌
ρ
P
し

O
ひ
い
も

で
」
お

～

一ま

・

(
「
デ
カ

ル
ト

に

よ

る
理
性

の
正

当
化

」
、
ハ
リ

ー

・
G

・
フ
ラ

ン
ク

フ
ル
ト

、

拙

訳

、
『
現
代

デ
カ

ル

ト
論

集

H

英
米

篇
』
、
デ
カ

ル

ト

研
究

会

編

、
勤

草

書

房

、

一
九

九

六
年

、
所

収

、

八

一
～

一
〇

七

頁

)
、
参

照

。

(三

〇

)

『
省
察

』

の
様
式

を

顧

み

れ
ば

、

実

際

に

は

ど
う

で
あ

れ

、
安

息

日
か

ら
次

の
安

息

日

ま

で

の
六

日
間

で
行

わ

れ
た

と

い
う

、
『
創
世

記

』
を

連

想

さ

せ

る

体

裁

を

と

っ
て

い
る

こ
と

に
気

付

く

。

そ

の
証

拠

と

し

て
、

「第

二
省
察

」

の
冒

頭

に

「
昨

日

の
省

察

で

(冨
。。響

轟

∋
o且
一舅

δ
器

)
(≦

7
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Pω
)」

と

い
う

語
句

が
見

え

る

し

、
「
第

四

省

察
」

で
も

そ

の
語
り

初

め

に

「
こ

こ
数

日

の
間

に

(三
。・
島
。
げロ
。。
X
≦

ぴ

P
)」
と

い
う

言
葉

が
出

て
く

る

。
ま

た

、

「
第

六

省

察

」

に

は

「
こ

こ

数

日

に

亙

る

誇

張

的

な

懐

疑

(7
望
℃
o
〒

σ
o
=
。
錦

。。毛

。「δ
「目
∋

9
。「=
ヨ

色
⊆
σ冨

二
〇
器

。。
X
≦

剛あ
O
)」
と

い
う

記
述

が

あ

る
。

そ

の
他

、
『省
察

』

に
お

い
て
、

こ
れ

ら

に
類

似

し
た

表

現

は
数

例

見

出
せ

る

(<
目
ー給

'い
O.ひ
ω》ひい
)o
O
「
Aり
0
5
00
「色
"5
00
一〇
】)
。
。。。葺

o
。。.ミ
恥ミ
、ミ
監§

a

§

、
、
§
縞
、
ミ
、象

o、
ミ
籍
も

'ひ
刈
'

(=
=

)
べ
ー

ク

マ
ン
に
宛

て
た
書

簡

(
一
六

一
九

年

三

月

二
六

日
付

)
に
、

「
そ

の
光

の
助

け

に

よ

っ
て

、
ど

ん
な

に
分
厚

い
暗

闇
も

払

わ

れ
得

る

と

考

え

て

い
ま

す

(5

。
ε
自

【
踊

;
量

三
。・】
き

×
=
δ

色
。
霧

茨

ぎ

器

O
∈
o
ω』
=o

ρo需

σ
茜
。・
色
δ
8

二
で
o
。。ωo
o
×
一。・
ニ
ヨ
ρ
X
×
山
い
oQ)」
と

い
う

一
文

が

見
え

る

。
と

も
あ

れ

、
「
光

11
認

識

」
、
「
暗

闇

11
無

知

」
と

い
う

図
式

は

一
般

的

な
も

の

で
あ

ろ
う

が

、

デ

カ

ル
ト

も

こ

の

図
式

を

好

ん

で

い
た

、

と
言

え

よ

う

。

『
『方

法

序

説
』

を

読

む

若
き

デ
カ

ル
ト
の
生
と
思
想
』
、

山

田
弘

明

著

、

世

界

思
想

社

、

一
九

九

五
年

、

四

三

ー
四

八
頁

、

参

照
。

(
三

二
)
そ

の
ま

ま

の
言

葉

は

『
省
察

』

に
は

見
当

た

ら

な

い
。
し

た

が

っ

て
、

『方

法

叙

説
』

に
あ

る

《
一。
℃
「o
巨

o「
「
「三
〇
首
o
自
o
一笛
雲

ま

。・o
℃
三
①
》

(≦
山
9
を

援
用

す

る
。
尚

、
こ

の
よ
う

に
苦
労

し

て
得

ら

れ
た
真

理

で
も

、

そ

れ

が

あ

ま

り

に
単

純

な

の

で
、

取

り

出

さ

れ

た

言
葉

(た

と

え

ば

、

「
コ
ー

ギ
ト

ー

・
エ
ル
ゴ

・
ス

ム
」
)
だ

け

を
受

け

取

る
者

は

、

そ

れ
を

椰

楡

の
対

象

に

し
た

く

な

る
よ

う

で
あ

る
。
漱

石

も

そ

の

『猫
』

の
中

で
、
デ

カ

ル
ト

の
第

一
原

理
を

、
猿

股

の
発

明

と
並

べ

て
か
ら

か

っ
て

い
る

(『
吾

輩

は

猫

で
あ

る
』
、
夏

目
漱

石

作

、

岩
波

文

庫

、

一
九

九

五
年

(第

一

一

刷

∀
、

二
六

五

頁
、

参

照
)
。
し

か

し
な

が

ら

、
わ

れ

わ

れ
は

、

そ

の
単

純

な

言
葉

に
至

る
ま

で

の
苦

闘

を

こ
そ

読

み
取

る

べ
き

だ

ろ
う

。

(三

三
)
バ

イ

エ
の
伝

え

る
と

こ

ろ
で

は
、

一
六

二
九
年

、

デ
カ

ル
ト

は

オ

ラ

ン
ダ

に
居

を
定

め

て

、
形

而

上
学

に

つ

い
て
九

箇

月

に
も

亙

る
省

察

を

な

し

、
短

い
論
文

に
纏

め
た

と

の
由

。

し

か

し
、

こ

の
論

文

は

他

の
仕

事

の

た

め

に

中

絶

さ

れ

、

そ

の

後

再

び

デ

カ

ル

ト

が

そ

れ

に

着

手

す

る

の

は

十

年

後

の

こ

と

だ

そ

う

で

あ

る

。
〈
9
>
α
「
δ
5
00
塾

一9

咀
貯

≦
馬
亀
馬
ミ

魯

同
龍
ミ

b
題

-
O
ミ

尉
同
'
一
。.
忌

「二
ρ

0
8

「
oq
9

ヨ
。。
<
o
「
冨
oq
」

O
刈
N

で
で
'一
刈
oQ
ー

一
〇◎
一
.
前

掲

書

『
デ

カ

ル

ト

伝

』
、

七

七

ー

七

八

頁

、

参

照

。

(
三

四

)
こ

の

点

に

つ

い

て

は

、
所

雄

章

、
前

掲

報

告

書

、

四

七

ー

四

八

頁

、

参

照

。

(
三

五

)

池

辺

義

教

、

前

掲

書

、

}
七

頁

、

参

照

。

倉
二
山
ハ
)

〈
.
】≦
一〇
7
0
=
O
切
①
《
ω
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卑
(δ
"
O
、
.
ら
舜

讐
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           Semper fallar et interdum fallar 
                 - Du raisonnement cartesien -

                                Seiji MUTO 

  Descartes a employe ces expressions, semper fallar (je me trompe toujours) et 
interdum fallar (je me trompe quelquefois), a travers des doutes developpes dans la 
meditation premiere (AT.VII-21). 11 nous semble qu'elles constituent une paire. Toutefois 
celle-ci mise a part, quelle est la signification de celle-la? Descartes suppose comme 
suit: asi la bonte de Dieu devait exclure qu'il m'ait cree tel que je me trompe toujours, 
cette meme bonte devait aussi s'opposer a ce qu'il permette que je me trompe 
quelquefois, ultime consequence qu'on ne peut pourtant pas soutenir (ibid.).)) Ce 
raisonnement cartesien semble une sorte de sophisme; mais nous le tenons pour 
indispensable. 
  Cest pourquoi nous voulons examiner 1'etat de « je me trompe toujours>> et tirer son 
importance au clair. Nous amorgons d'abord 1'examen des deux interpretations 
divergentes lues dans plusieurs traductions d'un passage cartesien. 

  Ensuite nous considerons la difference de ces deux expressions, c'est-a-dire, <(je me 
trompe toujours)) et c je me trompe quelquefois>>, surtout la particularite du mot 
atoujoursu. 
  En dernier lieu, nous montrons que oun profond trou d'eau>>, dans lequel etait tombe 
Descartes malgre lui a force des doutes hyperboliques, est plutSt le point auquel it avait 
voulu parvenir.

     Dilthey fiber den Begriff des objektiven Geistes 

                                Yasuo ORIHASHI 

  In seinen letzten Jahren fUhrt Dilthey den Begriff des objektiven Geistes (der 
Objektivation des Lebens) in seine Philosophie ein. Er versucht hier, diesen Begriff 
Hegels in einen fir die Zeit der Erfahrungswissenschaften passenden Begriff 

umzugestalten. Der neue Begriff der objektiven Geistes tritt zwar aus dem Entwurf der 
henneneutischen Philosophie heraus, den Dilthey in spateren Jahren versucht, steht aber 
such zu seinen fruheren Untersuchungen tuber das dichterische Schaffen (bzw. die 

dichterische Einbildungskraft) immer noch in einer engen Beziehung. 
  Dilthey beginnt damit, von fiuh an die weltanschauung-eroffnende Leistung des 

Dichters ins Auge fassend, den Vorgang des dichterischen Schaffens psychologisch zu 

erortem. Spater legt er auf die schOpferische Leistung des Ausdrucks als solches mehr 
Nachdruck, indem er die hermeneutischen Beziehungen zwischen Ausdruck and 
Verstehen in Betracht zieht, halt aber zugleich auch an manchen friiheren Einsichten fest. 
Der Diltheysche Begriff des objektiven Geistes umfaflt also such seine ftheren 

Untersuchungen fiber das dichterische Schaffen. Sein sinnvoller Inhalt konnte sich erst 
aus diesem Gesichtspunkt erklaren. 

i


